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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日２時限 なし演習への参加状況 60 発表内容・プレゼンテーション方法

課題レポート 40 課題に対する記述・文章構成
受講前に学習すること

コミュニケーション技術Ⅰを踏まえています。一度
テキストを読むなどして振り返っておきましょう。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキスト・プリント・DVD 視聴を
通じての演習を基本とする。

最新・介護福祉士養
成講座　「コミュニ
ケーション技術」

（中央法規）

その都度指定する 介護関係におけるコミュニ
ケーションとはなにか、考
えていきましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護における記録①
様々な記録の特徴、管理、共有化について理解す
る。

シラバスを読んで
おく

2 介護における記録②
個別援助技術実習の記録の反省を踏まえ、DVD の視
聴、介護場面を記録しながら、良い記録について学ぶ。

実 習 記 録 で 難 し
かったところをま
とめておく

3 チームにおけるコミュニ
ケーション①

情報共有の意義と活用方法について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

4 チームにおけるコミュニ
ケーション②

カンファレンス（会議）におけるコミュニケーショ
ンについて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 チームマネジメント①
チームの機能と構成、リーダーシップ、フォロワー
シップについて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

6 チームマネジメント②
人材育成の方法、モチベーションマネジメントに
ついて理解する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

7 介護における家族とのコ
ミュニケーション①

家族の気持ちの理解と意向の確認について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

8 介護における家族とのコ
ミュニケーション②

情報共有の仕方、本人と家族の意向を調整する技
法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

9 コミュニケーション障害の
理解

コミュニケーション障害について理解し、介護福祉
士に求められるコミュニケーション技術を考える。

テキストの該当箇
所を読んでおく

10 障害特性に応じたコミュニ
ケーション①

失語症のある人のコミュニケーションの特徴と方
法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

11 障害特性に応じたコミュニ
ケーション②

知的障害のある人のコミュニケーションの特徴と
方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

12 障害特性に応じたコミュニ
ケーション③

聴覚障害のある人とのコミュニケーションの特徴
と方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

13 障害特性に応じたコミュニ
ケーション④

聴覚障害のある人とのコミュニケーションの特徴
と方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

14 障害特性に応じたコミュニ
ケーション⑤

視覚障害のある人とのコミュニケーションの方法
として点字を理解する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

15 障害特性に応じたコミュニ
ケーション⑥

視覚、聴覚重複障害者とのコミュニケーションの
特徴と方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

16

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士としての勤務経験を活かし、具体的な場面を提示しながら、様々な場や人、
障害の特性に応じたコミュニケーションスキル習得に向け、演習を行う。

講義目的
介護を必要とする人とその家族、またチームでのコミュニケーションの方法、また障害
の特性に応じたコミュニケーション方法を身につける。

到達目標
障害の特性に応じたコミュニケーション方法がわかる。また、家族やチームにおけるコ
ミュニケーションの特性を理解し、適切な対応ができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

13 コミュニケーションと
介護Ⅱ

1 30 必修 演習 2 年 前期 吉藤　郁
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教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 オリエンテーション 授業概要の説明
シラバスを読んで
おく。

2

介護実習の振り返り

個別援助技術実習を行った中での課題を整理す
る。例えば、利用者との関わりで困った点、生活
支援技術の中で戸惑った点等をグループワークを
通して整理する。

個別援助技術実習
の振り返りをして
おく。

3 

4

5

事例による介護過程の展開

実習での事例に基づき、介護過程を展開する。ま
ずアセスメントを行い、次に介護計画を立案する。
そして、その介護計画に沿い、実際にロールプレ
イングを通じて介護実践を行う。

介護過程と生活支
援技術の復習をし
ておく。

6

7

8

グループ発表の準
備をしておく。

9

10

11

12

13 介護過程と生活支援技術の
まとめと確認

介護過程と生活支援技術の問題についての解説を
行う。

1 ～ 12 回 目 の 授
業の復習をしてお
く。

14 リハビリテーションと介護
福祉①

長野県立総合リハビリテーションセンターにおけ
るリハビリテーションと介護福祉について学ぶ

適宣指示する

15 リハビリテーションと介護
福祉②

長野県立総合リハビリテーションセンターにおけ
るリハビリテーションと介護福祉について学ぶ

適宣指示する

16 リハビリテーションと介護
福祉③

長野県立総合リハビリテーションセンターにおけ
るリハビリテーションと介護福祉について学ぶ

適宣指示する

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員、福祉住環境コーディネーター２級の資格を所持している。これ
らの資格に加え、介護老人保健施設での勤務経験を活かし、生活支援技術について実践的な授業を展開する。

講義目的 地域で暮らす高齢者や障がいのある人の自立支援・生活のしやすさについて考える

到達目標
①事例の利用者に対し、基本的な知識と技術を統合して支援ができる。
②外出体験を通じ、様々な公共施設の使いやすさ・不便さに気づき、改善方法について提案できる。
③障害者スポーツの意義と課題について理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

14 総合的生活支援Ⅱ 2 60 必修 演習 2 年 前期 福田　明
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日２時限 なしグループ発表① 20

グループ発表② 20
受講前に学習すること

グループ発表③ 20

介護過程や生活支援技術の復習をしておく。課題への取り組み状況 40

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３・４

講義及び演習（学内・学外） 最新・介護福祉士養
成講座「生活支援技
術Ⅱ」（中央法規）

その都度指定する。 根拠に基づいた計画性のあ
る支援とその評価が行える
ことを期待します。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

17

車いす等を使用する利用者
への外出支援

車いす等を使用する利用者像を設定し、その事例
に基づき、各グループで外出計画を作成する。そ
の計画に基づき外出支援を行った後、まとめの発
表を行う。

事例に応じた外出
計画を読み込んで
おく。

18

19

グループ発表の準
備をしておく。

20 

21

22

パラスポーツ（障がい者ス
ポーツ）の理解と体験

各グループでパラスポーツ（障がい者スポーツ）
の歴史や種類等を調べ、ポスター発表を行う。ま
た、実際にパラスポーツ（障がい者スポーツ）を
体験する中で、障害のある人がスポーツを通して
社会参加する意義について考える機会とする。

テレビや新聞等の
報道でパラスポー
ツについて情報収
集しておく。

23

24

25

グループ発表の準
備をしておく。

26

27

28

29

30
介護過程と生活支援技術と
地域生活支援のまとめと確
認

介護過程と生活支援技術と地域生活支援に関係す
る問題を解説する中で、本授業全体のまとめを行
う。

14 ～ 29 回目の授
業の復習をしてお
く。

31
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

前期科目「死にゆく人」
の理解と合わせて理解
しましょう。

定期試験 60

授業参加度 20 グループワークへの参加など
受講前に学習すること

課題レポート 20 課題に対する記述・文章校正
自分自身の体験・小説や映画を通じて、生と死に
ついて自分なりの考えをまとめておいてください。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２

講義・視覚教材の活用 最新・介護福祉士養
成講座

「生活支援技術Ⅱ」
（中央法規）

その都度指定する 「死」は必ず訪れるもので
す。自分のこととして理解
しましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 終末期における介護の意義
と目的

人生の最終段階にケアを行う意味、文化・社会的
意義について理解する。

シラバスを読んで
おく

2 終末期における介護の意義
と目的

終末期における尊厳の保持について理解できる
テキストの該当箇
所を読んでおく

3 終末期における本人の意志
決定支援

事前意志確認、アドバンス・ケア・プランニング
について理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

4 終末期における介護①
終末期におけるこころとからだの変化について学
ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 終末期における介護② 終末期における身体的支援について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

6 終末期における介護③
呼吸しやすい姿勢の保持等、呼吸困難時の介護に
ついて理解を深める。

呼吸困難について
まとめておく

7 終末期における介護④
温罨法等、安楽・疼痛の緩和のための介護につい
て理解を深める。

温罨法についてま
とめておく

8 終末期における介護⑤
終末期における心理的支援、環境調整について学
ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

9 終末期における介護⑥ 急変時の対応と多職種連携の視点について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

10 終末期における介護⑦ 臨終時のケア・死後のケアについて学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

11 終末期ケアの実際①
介護老人福祉施設における看取りについて理解す
る。

実習場面における終
末期ケアについて振
りかえっておく

12 終末期ケアの実際②
地域で暮らし続けながらの看取りについて理解す
る。

その人を中心とし
た看取り体制につ
いて考えておく

13 グリーフケア① グリーフケアとはなにかを理解する。
テキストの該当箇
所を読んでおく

14 グリーフケア② グリーフケアの実際について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

15 グリーフケア③ デスカンファレンスについて理解する。
テキストの該当箇
所を読んでおく

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師の実務経験を生かし、終末期における本人・家族などを含めた看取りのケアにつ
いて実践的な授業を展開する。

講義目的
人生の最終段階にある人と家族をケアするために、終末期の経過にそった支援やチーム
ケアについての知識と技術を習得する。

到達目標
終末期における本人と家族の自立や自律を尊重し、適切な生活支援技術を用いて、安全・
安楽に援助できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

15 終末期の介護 2 30 必修 講義 2 年 後期 矢羽田　明美
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

介護福祉士国家試験受
験対象者定期試験 60 筆記試験

小テスト 20 各節ごとに実施
受講前に学習すること

授業参加度 20 意見を述べる

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２・４

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う。

最新・介護福祉士養
成講座「医療的ケア」

（中央法規）　　　　

必要時指示する 医療的ケアの経緯を理解
し、医療職との連携につい
て考えていきましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1
人間と社会（介護職の専門
的役割・倫理・医療的ケア
の制度の理解）

個人の尊厳と自立支援の重要性を理解し、医療の
倫理、介護職の専門的役割・医療的ケアの制度を
理解する

テキストを読んで
おく

2
保険医療制度とチーム医療

（保健医療に関する法律・
諸制度）

保健医療制度、介護保険制度等を理解し、医行為
の法的理解と医行為の危険性について理解する

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

3 チーム医療と介護職員との
連携

痰の吸引や経験栄養の医行為を行うにあたり医療
チームとの連携の重要性が理解できる。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

4 安全な療養生活（安全管理・
リスクマネージメント）

リスクマネジメントの必要性とヒヤリハットとの
報告が予防につながることが理解できる。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

5 安全な療養生活（医療的ケ
アの安全な実施、救急蘇生）

医療的ケアの安全な実施と救急蘇生について理解
できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

6 清潔保持と感染予防
感染管理と予防方法としての手洗いや感染予防方
法が理解できる。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

7
清潔保持と感染予防（療養
環境の清潔、消毒方法、滅
菌と消毒）

療養環境の清潔保持方法が理解できる。消毒や滅
菌の方法と使用上の留意点が理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

8 健康状態の把握（バイタル
サイン等）

バイタルサインの測定方法が理解でき、急変時の
観察と対応について理解する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

9 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
医療的ケア実施の基礎として、制度の概要及び個人の尊厳と自立、関連する感染予防、安
全と管理体制等を理解する。

到達目標
１．介護職の医療的ケア実施の導入の経緯、制度等を理解できる。
２．安全な療養生活ができるように、個人の尊厳を守り感染予防等の医療的ケアの基礎知識を理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

16 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅰ

1 15 選択 講義 2 年 前期 矢羽田　明美
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

医療的ケアを必要とす
る生活支援技術Ⅰが履
修できていること

定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う。

最新・介護福祉士養
成講座「医療的ケア」

（中央法規）　　　　

その都度指定する 医療的ケアの必要な知識の
習得と、利用者の気持ちを
考えることで、予防的ケア
にも目を向けて学習できる
ようにしましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論①

喀痰吸引に関する呼吸のしくみとはたらき、いつ
もと違う呼吸等について

テキストを読んで
おく

2 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論②

喀痰吸引に関する喀痰吸引とは、感染予防等につ
いて

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論③

喀痰吸引に関する吸引をうける利用者家族の気持
ちと対応

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論④

喀痰吸引に関する人工呼吸器と吸引、子どもの吸
引について

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑤

喀痰吸引に関する生じる危険・事故発生時の対応
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑥

喀痰吸引に関する急変・事故発生時の対応
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑦

喀痰吸引に関する吸引を予防するケア
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑧

喀痰吸引に関する吸引を予防するケア
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

9 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論①

経管栄養に関する人体のしくみ、消化器症状等に
ついて

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論②

経管栄養に関する経管栄養とは、注入内容につい
て

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論③

経管栄養に関する実施上の留意点、子どもの経管
栄養等について

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論④

経管栄養に関する利用者の気持ちと家族の対応等
について

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論⑤

経管栄養に関する生じる危険・事前対策等につい
て

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論⑥

経管栄養に関する急変・事故発生時の対応等につ
いて

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論⑦

経管栄養にならないための予防ケアについて
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
医療的ケアにおいて、喀痰吸引・経管栄養の知識を深め、予防的ケアや喀痰吸引・経管
栄養の適切なケアの必要性を学習する。

到達目標
１．喀痰吸引の根拠に基づく知識を深め、予防的ケアや適切なケア方法が理解できる。
２．経管栄養の根拠に基づく知識を深め、適切なケア方法が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

17 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅱ

2 30 選択 講義 2 年 前期 矢羽田　明美
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

医療的ケアを必要とする生
活支援技術Ⅰ・Ⅱが習得し
ていること

定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

医療的ケアを必要とする生活支援技術Ⅰ・Ⅱ
の復習

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う。

・「医療的ケア」（中
央法規）

・長野県喀痰吸引等
研修　演習マニュ
アル

なし 医療的ケアを必要とする利
用者の気持ちになって、適
切な技術を習得しましょ
う。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引

喀痰吸引の必要な知識の復習
テキストを読んで
おく

2 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて理解できる。
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、口と鼻からの
吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、口と鼻からの
吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、口と鼻からの
吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、気管カニュー
レ内の吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、気管カニュー
レ内の吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、気管カニュー
レ内の吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

9 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養に必要な知識の復習
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、胃ろう注入方
法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、胃ろう注入方
法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
医療的ケアにおいて、喀痰吸引・経管栄養の根拠ある知識を深め、喀痰吸引・経管栄養
の安全なケア手順の必要性を学習する。

到達目標
１．喀痰吸引の根拠のある知識を基に、安全な実施手順が理解できる。
２．経管栄養の根拠のある知識を基に、安全な実施手順が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

18 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅲ

2 30 選択 講義 2 年 後期 矢羽田　明美



－78－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

医療的ケアを必要とする生活支
援Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが履修できている
こと。実技試験前の筆記試験で
90 点以上とする。

実技試験 100
評価内容を各行為 5 回目には全て
できる。1 行為 20％× 5 行為以上 受講前に学習すること

医療的ケアを必要とする生活支援Ⅲの演習内
容を復習しておくこと

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

モデル人形を用いて実技を実施す
る。

長野県喀痰吸引等研
修　演習マニュアル

最新・介護福祉士養成講
座「医療的ケア」（中央
法規）　　

自己学習を行い、評価項目
が全てできる状態で臨みま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1

演習評価
喀痰吸引
　口腔吸引　5 回以上
　鼻腔吸引　5 回以上
　気管カニューレ吸引
　　　　　　5 回以上

経管栄養
　胃ろう　　5 回以上
　経管栄養　5 回以上

演習
　救急蘇生法

喀痰吸引
　口腔吸引　5 回以上
　鼻腔吸引　5 回以上
　気管カニューレ吸引　5 回以上

経管栄養
　胃ろう　　5 回以上
　経管栄養　5 回以上
行い、実技試験として、最終評価 (5 回目からの）
で全項目がすべてできている。

喀痰吸引・経管
栄養の適切な手順
を復習してくる

矢羽田明美
丸山順子
花野希久美
武井浩子

2

3 

4

5

6

7

8

9

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
喀痰吸引（口腔・鼻腔・気管カニューレ内部の吸引）、経管栄養（胃ろう・経鼻経管）
栄養の演習評価基準に達し、適切な援助ができる。

到達目標
１．喀痰吸引（口腔・鼻腔・気管カニューレ内部の吸引）の演習評価基準に達し適切な援助ができる。
２．経管栄養（胃ろう・経鼻経管）栄養の演習評価基準に達し、適切な援助ができる。」

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

19 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅳ

1 15 選択 演習 2 年 後期
矢羽田明美・丸山順子
花野希久美・武井浩子
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準 各教員のオフィスア
ワーを確認すること

なし授業への取り組み 50 提出物・提出期限

研究の成果 50
受講前に学習すること

介護総合実習で担当事例に真摯に向き合うこ
と。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２・４

介護福祉・事例研究のまとめ方に
ついて、適宜講義・演習を行う。

なし なし ２年間の集大成となる研究
に全力で取り組みましょ
う。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 後期オリエンテーション
介護総合演習の全体を理解し、研究への心構えが
出来る。論文提出日までの計画を立てる。

指導教員と打合せ

2 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

3 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

4 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

5 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

6 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

7 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

8 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

9 介護福祉・事例研究のまと
め方

介護福祉・事例研究のまとめ方について理解し、
研究をすすめることができる。

指導教員の指導を受
けて研究を進める。

10 介護福祉・事例研究提出　
抄録提出

締め切りを守って研究を提出することができる。
指導教員の指導を受
けて研究を進める。

11 抄録集作成 抄録集作成と発表会のオリエンテーション
指導教員の指導を受
けて研究を進める。

12 パワーポイントをもとに発
表原稿を作成

作成したパワーポイントを点検し、発表原稿を作
成する。

指導教員の指導を受
けてパワーポイント
を作成しておく。

13 研究発表会発表練習
時間内に発表ができ、他学生からも学ぶことがで
きる。

時間内で発表でき
るように練習して
おく

14 介護福祉・事例研究発表会
介護福祉・事例研究発表会で発表ができ、他学生
からも学ぶことができる。

時間内で発表でき
るように練習して
おく

15 介護福祉・事例研究発表会
介護福祉・事例研究発表会で発表ができ、他学生
からも学ぶことができる。

時間内で発表でき
るように練習して
おく

16

実務経験と授業科目
との関連性

科目担当教員が下記の勤務経験を活かし、介護総合実習の学びを基に課題の探求・研究能力の養成・成果発表までの演習指
導を行う。合津：社会福祉士（地域福祉活動コーディネーター）　丸山：看護師（病院勤務）　福田：介護福祉士（施設勤務等）
齋藤：介護福祉士（訪問介護員等）　吉藤：介護福祉士（施設勤務等）　花野：看護師（病院勤務）

講義目的
介護総合実習の学びをもとに課題を追求し、介護福祉・事例研究を行い、研究能力を養い、自
分の介護観を育む。成果を発表することにより、プレゼンテーション力をつける。

到達目標
①介護総合実習での学びから課題を追求し介護福祉・事例研究のまとめを行うことが出来る。
②実習の成果を発表することができる。
③これまでの実習等から自分の介護観をもつことができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

24 介護総合演習Ⅳ 1 30 選択 演習 2 年 後期
合津・丸山・福田
齋藤・吉藤・花野



－84－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準 各教員のオフィスア
ワーを確認すること

個別援助実習の単位を
取得していること実習目標 75

基本的態度 25 記録、積極性、計画性、責任感、実習態度
受講前に学習すること

介護総合演習Ⅲの課題にそって実習準備をす
すめておく

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２・
３

・実習指導者の指導のもと、実習
目的・目標に掲げた内容に到達
できるよう、利用者に関わる。

・実習記録を書き、毎日提出する。

実習要項 なし 今までの学びが統合できる
ように積極的に取り組みま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

＜本日の主題＞
１）施設の理解をし、事前に実習計画を立てて主体的に実習ができる。
２）利用者と良好な人間関係を形成することができる。
３）利用者が望む生活に向けて介護過程に基づいた生活支援を行うことができる。　　
４）安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りの下で、２人以上できる。　
５）生活の活性化や維持拡大のためのアクティビティ・サービスを考えることができる。
６）利用者本位のサービスを提供するため他職種とのチームケアの必要性や地域社会における施設の役割を

理解できる。
７）地域で生活するという視点で利用者を理解する。
８）地域における社会資源として施設の役割を理解する。

＜授業（実習）概要＞
　実習期間
　2020 年 8 月 24 日～ 9 月 24 日　23 日間

　実習場所
　老人福祉施設・介護老人保健施設・障害者支援施設のいずれか１施設　

　実習内容
　・実習計画のもと、毎日の目標を立てて実習を行う。
　・指導のもと、生活支援技術を実践する。
　・１人の利用者を受け持ち、利用者の望む生活にむけて介護過程に基づいて介護計画を立案し、実施する。

＜事前・事後学修＞
　・次の日の目標を立てる。
　・行動記録を毎日書き、提出する。
　・介護過程のシートに記録をする。
　・実習終了後、自己評価を行い、実習記録を完成させ提出する。

＜担当教員＞
　巡回担当教員が、週に１回巡回指導を行う。

実務経験と授業科目
との関連性

科目担当教員が下記の勤務経験を活かし、生活支援のための基本的な知識・技術、介護過程の展開について実習指導を行う。
合津：社会福祉士（地域福祉活動コーディネーター）　丸山：看護師（病院勤務）　福田：介護福祉士（施設勤務等）　
齋藤：介護福祉士（訪問介護員等）　吉藤：介護福祉士（施設勤務等）　花野：看護師（病院勤務）

講義目的
⑴介護過程を展開し、利用者の望む生活支援を総合的に考える。⑵利用者の個別理解を深め、適切な生活支援を実施する。
⑶利用者本位のサービスを提供するため多職種とのチームケアの必要性を理解する。
⑷利用者の生活を地域との関わりから考え、地域社会における施設の役割を理解する。

到達目標
⑴介護過程を展開し、利用者の望む生活支援が総合的に考えられる。
⑵利用者の個別理解を深め、適切な生活支援を実施できる。
⑶利用者本位のサービスを提供するため多職種とのチームケアの必要性や地域社会における施設の役割を理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

25 介護総合実習 4 180 選択 実習 2 年 前期
合津・丸山・福田
齋藤・吉藤・花野



－85－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義を中心として、視覚教材、グ
ループワーク等を用い、理解を深
める。毎回の小テストで知識の習
得の確認を行う

最新・介護福祉士養
成講座「障害の理解」

「生活支援技術Ⅲ」
（中央法規）

なし 障害を負った当事者の思い
や生活実態を踏まえなが
ら、障害者の「より良い人
生」に向けた支援方法を一
緒に学びましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 障害の基礎的理解①　
概念・基本的理念と及び関係法規

障害の定義、基本的理念、関係法規 
ＩＣＦへの変遷を踏まえた障害の概念

事前：介護福祉論
Ⅰ・Ⅱの復習
事後：授業の復習

2 障害の基礎的理解②　
就労、現状、関係法規と施策

障害者の生活の現状とサービス及び関係法規（障害者
総合支援法、障害者虐待防止法、障害者差別解消法）

事前：介護福祉論
Ⅰ・Ⅱの復習
事後：授業の復習

3 聴覚障害の医学的・心理的
側面の基礎的理解

聴覚障害、言語障害の医学的・心理的側面の基礎
的理解聴覚障害の原因と特性、特性に応じた支援

事前：人体の構造
と機能及び疾病
事後：授業の復習

4 視覚障害の医学的・心理的
側面の基礎的理解

視覚障害の医学的・心理的側面の基礎的理解聴覚
障害の原因と特性、特性に応じた支援

事前：人体の構造
と機能及び疾病
事後：授業の復習

5 障害の心理的側面の基礎的
理解

障害が及ぼす心理的理解、受容過程、適応と適応
規制・障害のある子どもの心理

事前：発達と老化
の理解の復習　　
事後：授業の復習

6
障害の医学的・心理的側面
の基礎的理解（肢体不自由）

身体障害の基本的理解
肢体不自由（運動機能障害）の種類と原因と特性
とアセスメント

事前：人体の構造
と機能及び疾病
事後：授業の復習7

8 障害のある人の生活と障害
の特性に応じた支援（肢体
不自由）

ＱＯＬを高める支援のための理解　身体障害によ
る機能の変化が及ぼす影響
障害のある人の障害の特性に応じた支援の内容

（肢体不自由・視覚障害・聴覚障害、言語機能障害）

事前：人体の構造
と機能及び疾病
事後：授業の復習9

10
内部障害の医学的・心理的
側面の基礎的理解

内部障害の定義と動向．内部障害の基本的理解　
内部障害の種類と原因と特性とアセスメント

人体の構造と機能
及び疾病を振り返
る11

12

内部障害のある人の生活と
障害の特性に応じた支援

ＱＯＬを高める支援のための理解　内部障害によ
る機能の変化が及ぼす影響
内部障害のある人の障害の特性に応じた支援の内
容（心臓・腎臓・呼吸器・膀胱または直腸、小腸、
免疫機能、肝機能）

人体の構造と機能
及び疾病を振り返
る

13

14

15
家族への支援　　①家族の障害の
受容の過程での援助②家族の介護
力の評価③家族のレスパイト

家族の状況と障害の受容の過程や家族の介護力の評
価、レスパイト、介護相談、家族会、当事者団体へ
の理解

事前：介護福祉論
Ⅰ・Ⅱの復習
事後：授業の復習

16 定期試験 筆記試験 これまでの復習

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての経験から障害のある人の心理や身体機能・社会的側面に関する基礎的知
識、技術について講義を行う。

講義目的
障害のある人の心理や身体機能・社会的側面に関する基礎的な知識を習得するとともに、
家族への支援について理解する。

到達目標
１．障害者福祉の基本理念が理解できる。２．障害をもつ人の身体的・心理的・社会的状況が理解できる。
３．身体障害（肢体不自由、視覚障害、聴覚障害、内部障害）について理解できる。
４．障害のある人への家族への支援について理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

26 障害の理解Ⅰ 2 30 必修 講義 2 年 前期 丸山　順子
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義を中心として、視覚教材、グ
ループワーク等を用い、理解を深
める。毎回の小テストで知識の習
得の確認を行う

最新・介護福祉士養
成講座「障害の理解」

「生活支援技術Ⅲ」
（中央法規）

なし 「より良い人生」に向けた
支援を障害の理解を深める
ことで学びましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1
精神障害の医学的・心理的
側面の基礎的理解

精神障害の定義・疾患別の推移・精神障害の種類、
原因と特性、アセスメント、心理的・社会的特徴
と支援が理解できる

介護の基本Ⅰや生
活支援技術を振り
返る2

3 精神障害のある人の理解
ＱＯＬを高める支援のための理解　精神障害による
機能の変化が及ぼす影響。精神障害のある人の障害
の特性に応じた支援の内容が理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

4 精神障害のある人の理解
精神障害者の特性と生活、日常生活への影響とア
セスメントの視点が理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

5 脳の障害に起因する言葉の
障害と心理の理解

知的障害の医学的理解、日常生活への影響とアセス
メントの視点、障害が及ぼす心理的影響、言葉の障
害の日常生活への影響が理解できる

人体の構造と機能及
び疾病を振り返る

6 高次脳機能障害のある人の
理解

高次脳機能障害の医学的・心理的理解、日常生活
への影響と支援が理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

7 発達障害のある人の理解
発達障害とは、発達障害のある人の生活のしづら
さと支援が理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

8 知的障害を伴わない発達障
害のある人の理解

自閉症スペクトラム障害、てんかん発作、日常生
活への影響とアセスメントの視点が理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

9 知的障害を伴う発達障害の
ある人の理解

脳性麻痺、重症心身障害、自閉症、運動発達と行動障
害、日常生活への影響とアセスメントが理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

10 重症心身障害のある人の理
解

重症心身障害のある人の生活支援の理解を深める
生活支援技術を振
り返る

11 難病の人の理解 難病についての基礎知識が理解できる
こころとからだの
しくみを振り返る

12 難病の人の理解
難病の原因及び特性、日常生活への影響とアセス
メントが理解できる

こころとからだの
しくみを振り返る

13
連携と協働
①地域におけるサポート体制
②地域自立支援協議会との連携

地域におけるサポート体制－行政 , 関係機関・地域自
立支援協議会との連携について考えることができる。

社会保障論、介護の
基本Ⅰを振り返る

14
連携と協働　　③チ－ムアプ
ローチ－他の福祉職種との連
携④保健医療職種との連携

チ－ムアプローチ－他の福祉職種・医療職種との
連携について考えることができる。

介護の基本Ⅰを
振り返る

15
家族への支援　　①家族の障害の
受容の過程での援助②家族の介護
力の評価③家族のレスパイト

家族の障害の受容の過程や家族の介護力の評価、
レスパイトついて理解することができる。

介護の基本Ⅰを
振り返る

16 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての経験から精神、発達、知的障害のある人の事例を基に支援方法、障害者
介護の重要性について講義を行う。

講義目的
発達、知的、精神等に障害のある人について学び、障害からくる日常生活の不自由さの理解と、
生活の支援方法を理解する。障害者介護における連携の必要性と協働の重要性について理解する。

到達目標
１．障害がある人の身体的・心理的・社会的状況の理解と制度と支えるしくみの理解　
２．精神障害、発達障害、知的障害、高次脳機能障害、難病等がある人の生活支援の理解ができる。
３．障害者の生活支援のための多職種連携協働の重要性について理解できる。　　

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

27 障害の理解Ⅱ 2 30 必修 講義 2 年 後期 丸山　順子



－87－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
水曜日５時限 なし定期試験 60

課題提出（授業内課題） 10 日本語表現・考察
受講前に学習すること

授業・グループ演習への参加態度 10 積極性・協調性・協力性等を総合的に評価

なし小テスト 20

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１

講義・視覚教材の活用 最新介護福祉士全書
「こころとからだの
しくみ」

（メヂカルフレンド
社）

その都度指定する 自分自身にとって生と死と
はなにかを考えるところか
らスタートしましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 人生の最終段階に関する
「死」のとらえ方①

生物学的な死・法律的な死・臨床的な死について
考える。

シラバスを読んで
おく

2 人生の最終段階に関する
「死」のとらえ方②

リビングウィル、アドバンス・ケア・プランニン
グについて理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

3 「死」に対するこころの理
解①

死に対する恐怖・不安について理解できる。
テキストの該当箇
所を読んでおく

4 「死」に対するこころの理
解②

自分の死・家族の死を受容する段階について理解
できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 終末期から危篤状態、死後
のからだの理解①

身体の機能の変化について理解できる。
テキストの該当箇
所を読んでおく

6 終末期から危篤状態、死後
のからだの理解②

死後の身体的変化について理解できる。
テキストの該当箇
所を読んでおく

7 終末期における医療職との
連携①

呼吸困難・疼痛緩和など医療の実際と介護の連携
について考えることができる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

8 終末期における医療職との
連携②

終末期から危篤時・臨終期の観察のポイントと介
護福祉士の役割について考えることができる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

9 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師として病院勤務で実際に実践していた経験を活かし、終末期の心身の変化が生活
に及ぼす影響と、生活支援を行うために必要な基礎知識について講義する。

講義目的
終末期の心身の変化が生活に及ぼす影響について学び、生活支援を行うために必要とな
る基礎的な知識を獲得する。

到達目標 人生の最終段階における、尊厳の保持、自立・自律の尊重について理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

28 死にゆく人の理解 1 15 必修 講義 2 年 前期 花野　希久美
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専攻科福祉専攻
* 印は単位認定者  

授業科目の区分等 No. 授業科目 担当教員
必　修
選択別

開設時期

前期 後期

人
間
と
社
会

社会の理解

1 介護保険制度論 講義 合津千香 必修 ○

2 生活交流演習 演習
＊合津千香・丸山順子・福田明
　齋藤真木・吉藤郁・花野希久美

選択 ○ ○

介護教養科目

3 手話 演習 武居みさ 選択 ○

4 福祉住環境論 講義 福田明 選択 ○

5 アクティビティ・サービス論 演習 花野希久美 選択 ○

6 生活リハビリテーション 演習 原田春海 選択 ○

介
　
　
護

介護の基本

7 介護福祉論Ⅰ 講義 吉藤郁 必修 ○

8 介護福祉論Ⅱ 講義 吉藤郁 必修 ○

9 介護の基本Ⅰ(介護の対象） 講義 齋藤真木 必修 ○

10 介護の基本Ⅱ（自立支援） 講義 齋藤真木 必修 ○

11 介護の基本Ⅲ（介護福祉サービス） 講義 合津千香 必修 ○

12 介護の基本Ⅳ（介護安全対策） 講義 齋藤真木 必修 ○

コミュニケーション技術
13 コミュニケーションと介護Ⅰ 講義 吉藤郁 必修 ○

14 コミュニケーションと介護Ⅱ 演習 丸山順子 必修 ○

生活支援技術

15 生活支援技術総論 講義 齋藤真木 必修 ○

16 生活支援技術の基本Ⅰ（移動） 演習 吉藤郁 必修 ○

17 生活支援技術の基本Ⅱ（食事・排泄） 演習 吉藤郁 必修 ○

18 生活支援技術の基本Ⅲ（身だしなみ・清潔） 演習 齋藤真木 必修 ○

19 総合的生活支援Ⅰ 演習 福田明 必修 ○

20 総合的生活支援Ⅱ 演習 原田春海 必修 ○

21 家政の生活支援 講義 齋藤真木 必修 ○

22 終末期の介護 講義 矢羽田明美 必修 ○

23 医療的ケアを必要とする生活支援Ⅰ 講義 矢羽田明美 必修 ○

24 医療的ケアを必要とする生活支援Ⅱ 講義 矢羽田明美 必修 ○

25 医療的ケアを必要とする生活支援Ⅲ 講義 矢羽田明美 必修 ○

介護過程

26 介護過程総論 講義 福田明 必修 ○

27 介護過程展開論Ⅰ 演習 花野希久美 必修 ○

28 介護過程展開論Ⅱ 演習 花野希久美 必修 ○

29 介護過程展開論Ⅲ 演習 吉藤郁 必修 ○

30 居宅サービス展開論 演習 齋藤真木 必修 ○

介護総合演習 31 介護総合演習 演習 原田春海 必修 ○ ○

介
護
実
習

介護実習Ⅰ 32 介護導入実習 実習 ＊合津千香・丸山順子
　福田明・齋藤真木
　吉藤郁・花野希久美

必修 ○

介護実習Ⅱ
33 介護基礎実習 実習 必修 ○

34 介護総合実習 実習 必修 ○

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の理解 35 発達と老化の理解 講義 花野希久美 必修 ○

認知症の理解
36 認知症総論 講義 丸山順子 必修 ○

37 認知症援助論 講義 丸山順子 必修 ○

障害の理解 38 障害の理解 講義 丸山順子 必修 ○

こころとからだのしくみ
39 こころのしくみと病気の理解 講義 丸山順子 必修 ○

40 からだのしくみ 講義 矢羽田明美 必修 ○

専攻科（福祉専攻）の修了最低単位数　　必修 60 単位     

介護福祉士資格取得のための卒業最低単位数　　必修 60 単位     

※「医療的ケアを必要とする生活支援Ⅲ」は、別途一人当たり５回の医療的ケアの演習を課す 
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日４時限 なし定期試験 60

小テスト 20 5 回
受講前に学習すること

提出物 20 5 回

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

テキスト、資料、プリントを使用し、
問題を提示しながら講義する。

最新・介護福祉士養
成講座「社会の理解」

（中央法規）
介護福祉士国試ナビ
2021（中央法規）

なし 介護福祉士にとって最も重
要な介護保険制度をしっか
りと学びましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 社会保障の基本的な考え方
社会保障の果たす役割とその意義について理解す
る。

シラバスを読んで
学習内容を理解し
ておく

2 日本の社会保障制度の基礎
理解

社会保障の体系と財政の内容について理解する。
テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

3 介護保険創設の背景および
目的

介護保険制度成立までの歴史的変遷と制度の目的
について理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

4 介護保険制度のしくみの基
本的理解①

介護保険の保険者と被保険者について理解する。
テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

5 介護保険制度のしくみの基
本的理解②

受給権者とサービス利用までの流れについて理解
する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

6 介護保険制度のしくみの基
本的理解③

居宅サービスの種類内容について理解する。
テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

7 介護保険制度のしくみの基
本的理解④

施設サービスの種類内容について理解する。
テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

8 介護保険制度のしくみの基
本的理解⑤

地域密着型サービスの種類内容について理解す
る。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

9 介護保険制度のしくみの基
本的理解⑥

地域支援事業と地域包括支援センターの役割につ
いて理解する。

自分の考えをまと
めておく

10 介護保険制度のしくみの基
本的理解⑦

介護保険における国、都道府県の役割について理
解する。

自分の考えをまと
めておく

11 介護保険制度のしくみの基
本的理解⑧

介護保険における市町村、団体の役割について理
解する。

課題の内容につい
て調べておく

12 介護保険の動向 最近の介護保険制度の改正について理解する。
課題の内容につい
て調べておく

13 介護保険の動向 最近の介護保険制度の改正について理解する。
自分の考えをまと
めておく

14 地域共生社会と地域包括ケ
アシステム

地域共生社会と地域包括ケアシステムの考え方と
多職種連携について理解する。

自分の考えをまと
めておく

15 介護保険制度におけるケア
マネジメント

居宅介護支援、介護予防支援、施設介護支援と介
護支援専門員の役割について理解する。

これまでに学習し
たことを整理し復
習しておく

16 定期試験 全員が筆記試験を受ける。
これまでに学習し
たことを整理し復
習しておく

実務経験と授業科目
との関連性

地域福祉活動コーディネーターの経験を活かし、社会保険制度の体系と介護保険の仕組
みについて講義を行う。

講義目的 介護を必要とする人の生活を支援するしくみと地域連携について理解する。

到達目標
①社会保障の体系と社会保険について説明できる。
②介護保険のしくみの基本が説明できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

1 介護保険制度論 2 30 必修 講義 専攻科 前期 合津　千香
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教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 前期オリエンテーション 生活交流演習の内容と予定を確認し、理解する。
事前にシラバスを
読んでおく

合津

2 チューターごとの活動
チューター内の自己紹介をし、チューター活動に
ついて学ぶ。

どのような活動を
したいか考えてく
る

各チュー
ター

3 

フレッシュマン交流会
フレッシュマン交流会に参加し、教員や２年生と
交流し、学校生活の心構えを学ぶ。

特になし 全員

4

5 DK エルダーシステム
インストラクターによる DK エルダーシステムの
使い方と効果を学ぶ。

記録をとり、学ん
だことをまとめて
おく

丸山

6 DK エルダーシステム計画
チューターごとに DK エルダーシステムの発表を
行い、高齢者のアクティビティ活動の留意点を学
び合う。

どのような計画に
するか考えてくる

丸山

7 DK エルダーシステム計画

8 DK エルダーシステム発表
チューターごとに DK エルダーシステムの発表を
行い、高齢者のアクティビティ活動の留意点を学
び合う。

発表の準備・練習
をしておく

花野

9 DK エルダーシステム発表

10 マナー講座
マナーの重要性とコミュニケーションの方法につ
いて学ぶ。

特になし 齋藤

11 笹賀めぐり計画 笹賀めぐりの目的地を決め、笹賀の歴史を学ぶ。
チューター内で打
合せをしておく

合津

12 笹賀めぐり 笹賀めぐりを実施し、地域の歴史と文化を学ぶ。
活 動 の 記 録 を と
り、感想をまとめ
ておく

担当教員
全員

13 笹賀めぐり　まとめ
笹賀めぐりのパネルを作成し、他チューターと学
びを共有する。

活 動 の 記 録 を と
り、感想をまとめ
ておく

担当教員
全員

14

ポスター作り
学生生活の様子をポスターにして、介護福祉学科
での学びを明らかにする。

介護福祉学科の学
びを明らかにする

福田

15

16 後期オリエンテーション 後期の内容と予定を確認し、理解する。
事前にシラバスを
読んでおく

合津

実務経験と授業科目
との関連性

講義目的
多くの人たちとの交流や幅広い体験をとおして、地域における生活を学び、良好な人間
関係を構築することが出来る。

到達目標
①学生間や教員との交流ができる。　②地域の歴史や生活を学ぶことができる。　
③介護現場への関心や理解を深めることができる。　④農業や園芸療法に興味を持ち、実践できる。　
⑤郷土食に興味を持ち、調理体験ができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

2 生活交流演習 2 60 選択 演習 専攻科 通年
合津・丸山・福田
齋藤・吉藤・花野
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準 各教員のオフィスア
ワーを確認すること

なし活動参加状況 40 ふりかえりシート

課題レポート 60
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

５

チューターごとの活動の事前学習・
計画・実施・事後学習を行っていく。

必要に応じて資料配
布

なし チューターでの活動に積極
的に参加しましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

17 学園祭準備
チューターごとに学園祭の準備をとおして、チー
ムワークを学ぶ。

学園祭でやりたい
ことを考えてくる

全員

18 郷土食づくりの準備
郷土食の材料や調理法を話し合い、郷土食の成り
立ちを学ぶ。

信州の郷土食を調
べてくる

齋藤

19 郷土食づくり 調理実習をとおして、郷土食について学ぶ。
材料の準備をす
る

20 

スポーツ大会 スポーツ大会を企画し、チームワークを学び合う。
運 動 の で き る 服
装・上靴・飲み物
を用意する

吉藤

21

22 防災について 災害時の要援護者の多様なニーズについて学ぶ。
身近な災害につい
て考えてくる

合津

23

災害時避難所運営訓練
避難所運営ゲームを取り組み、避難所運営につい
て学ぶ。

災害時の様々な状
況について考える

24

25 防災学習まとめ
避難所運営ゲームをとおして、学生としてできる
ことを考え、理解する。

学んだことをまと
めておく

26 災害食の調理
パッククッキングの工夫をとおして、災害時の要
援護者の食事について考え、理解する。

要 介 護 者 へ の 配
慮・工夫を考えて
くる

各チュー
ター

27

チューターごとの活動
チューターごとに計画した活動を実施し、地
域から学ぶ。

チューター内で
打合せ、役割分
担をしておく

各チュー
ター

28

29

専攻科独自の活動 専攻科で計画した活動を実施し、地域から学ぶ。
専 攻 科 内 で 打 合
せ、役割分担をし
ておく

合津

30

31
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
授業終了後 なし定期試験 50 スピーチ発表　読み取りテスト

レポート 40 レポート
受講前に学習すること

受講態度 10 積極性・コミュニケーション力

手話関連のテレビ・書籍等見ておく

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

復習がとても大切です。使わない
と忘れてしまいます。繰り返し、
友人と会話をしてみましょう。

「手話のワークブッ
ク」　武居みさ著

「手話辞典」全日本ろう
あ連盟出版局

手話はすばらしい視覚言語
です。日本語を頭から追い
出し目線をあわせ、表情豊
かに楽しく手話を学びま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 聞こえないということ
聴覚障害が生活に及ぼす影響について理解する実
技：挨拶・色・絵カード

聞こえないという
ことについて考え
ておく

2 聞こえのしくみ
音が聞こえる仕組み・障害の原因について理解す
る。実技：数の表し方

挨拶等の復習

3 感音性難聴の聞こえ方
伝音性と感音性難聴の聞こえ方の違いを理解す
る。実技：名前の表し方

数の復習

4 コミュニケーション方法①
手話や口話のコミュニケーション方法について理
解する。実技：指文字の基本

名前の復習

5 コミュニケーション方法②
筆談・要約筆記・指文字・通訳派遣について理解
する。実技：家族の表し方

指文字の復習

6 高齢ろう者の支援事例
れんげ草の取り組み・未就学高齢ろう者について
理解する。実技：誕生日の表し方

家族の復習

7 情報保障について
DVD 視聴し、同年代のろう学生について理解す
る。実技：趣味・スポーツ

誕生日の復習

8 ろうあ運動について①
ろうあ運動をテーマにした映画「ゆずり葉」を視
聴し、理解を深める。

趣味・スポーツの
復習

9 ろうあ運動について②
ろうあ運動をテーマにした映画「ゆずり葉」後半を
視聴し、理解を深め、ろうあ運動について話し合う

ろうあ運動につい
ての教科書を読む

10 福祉機器・福祉制度
福祉制度や日常生活用具について理解を深める。
実技・住所・出身地

住所の復習

11 手話の資格制度
手話を学ぶ方法について理解する。実技：仕事・
将来の夢

仕事の復習

12 盲ろう者について
DVD を視聴し、重複障害について理解を深める。
実技：手話の感想

感想文作成

13 自己紹介スピーチ準備
今まで習得した手話を使って自己紹介ができるよ
うにする練習を行う

スピーチの練習

14 介護現場でのろう者につい
て

介護現場でのろう者について理解を深め、支援に
ついて考える。

スピーチの練習

15 まとめ 今まで学んだことを振り返る。 読み取りの復習

16 スピーチ発表・読み取りテ
スト

視線を相手と合わせ、伝えようとする姿勢への理
解

教科書をよく読む

実務経験と授業科目
との関連性

手話通訳士としての実務経験から、聴覚障害の抱える問題や手話について実践的な授業を展開す
る。

講義目的
聴覚障害者が医療を受けるためにはどんなサポートが必要なのか。また介護場面におい
てのコミュニケーションの障害について授業の中で理解する。基礎的な手話を習得する。

到達目標
手話やその他のコミュニケーション手段について理解し説明できる。基礎的な手話を習
得し、自己紹介が手話でできる。介護場面での聴覚障害者の問題について説明できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

3 手話 1 30 選択 演習 専攻科 前期 武居　みさ
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日２時限

受講生には福祉住環境コー
ディネーター検定試験にチャ
レンジしていただきたい。授業への参加状況 40

授業内で実施する福祉住環境に関
する確認問題への取り組み状況

受講前に学習すること
定期試験 60

各自で福祉住環境コーディネーター試験対策テキス
トを購入し、自主的な学習を行うことをすすめる。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

５

パワーポイント、ビデオ、プリント・
資料等を用いた授業を中心に行う。

テキストは使用しな
い予定だが、適時、授
業の中で福祉住環境
コーディネーター検
定試験対策テキスト
や問題集を紹介する。

参考書については授業時
に紹介する。

毎回の積み重ねが大切になり
ます。また、福祉住環境コー
ディネーター試験の方法等、
必要な情報についても随時提
供していく予定です。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 福祉住環境コーディネー
ターとは何か

福祉住環境コーディネーターがなぜ生まれたのか。
社会状況と住環境という２つの視点から理解する。

シラバスを読んで
おく。

2 福祉住環境コーディネー
ターの役割と機能

福祉住環境コーディネーターの役割と機能につい
て理解する。

前回の復習をして
おく。

3 

生活行為別福祉住環境整備
の手法

杖歩行、車椅子使用、ベッド上での生活、１人暮
らし、高齢者世帯等、それぞれに応じた福祉住環
境整備の手法について理解する。

前回の復習をして
おく。

4 前回の復習をして
おく。

5 前回の復習をして
おく。

6

高齢者に多い疾患別、障害
別にみた福祉住環境整備

脳梗塞後遺症やパーキンソン病、脊髄損傷、白内
障等の疾患を例に、要介護者への住環境整備の必
要性について理解する。

前回の復習をして
おく。

7 前回の復習をして
おく。

8 前回の復習をして
おく。

9
福祉用具と共用品の意味と
活用

福祉用具と共用品の違いについて理解するととも
に、それらの種類と活用方法について理解する。

前回の復習をして
おく。

10 前回の復習をして
おく。

11

福祉住環境コーディネー
ターに必要となる知識

福祉住環境に関する問題を解き、解説を行う中で、
福祉住環境コーディネーター 2 級または 3 級試験
における重要ポイントを押さえる。

前回の復習をして
おく。

12 前回の復習をして
おく。

13 前回の復習をして
おく。

14 前回の復習をして
おく。

15 まとめ
福祉住環境コーディネーター 2 級または 3 級に必
要な知識を確認する。

前回の復習をして
おく。

16 定期試験 筆記試験
定期試験に備えて
準備しておく。

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員、福祉住環境コーディネーター２級の資格を活かし、高齢者
や障害者等の生活支援につながる福祉住環境コーディネーターの資格取得を目指して講義を行う。

講義目的
福祉住環境コーディネーターとは、住環境を整備し、高齢者や障がいのある人等の自立した生活を支援する資格で

す。本授業を通して、受講生の皆さんが福祉住環境コーディネーター 2 級または 3 級を取得することを目指します。

到達目標
１．福祉住環境コーディネートに必要な基本的な知識と技術を習得できる。　
２．福祉住環境コーディネーター検定試験２級または３級を受験し、合格する力を養うことができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

4 福祉住環境論 2 30 選択 講義 専攻科 前期 福田　明
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
水曜日５時限 なし定期試験 50

課題レポート 40 計画性　創造性
受講前に学習すること

授業・演習への参加態度 10 積極性・協調性・協力性等を総合的に評価

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１

講義を中心として、アクティビ
ティ・サービスの実践について考
え実習にむけて実践できるように
する。

なし。資料等、適宜、
配布する。

新訂　アクティビティ・
サービス論

（中央法規）

利用者の生活の快、能力を
引き出すための内容です。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 アクティビティ・サービス
とは何か・生活の快論

アクティビティ・サービスの定義・効果・対象や
生活の快論を学ぶことができる。

その都度指示する

2 生活支援学とアクティビ
ティ・サービス

生活支援学とアクティビティ・サービスとの関連
について理解できる。

その都度指示する

3 アクティビティ・サービス
の変遷

アクティビティ・サービスの変遷を学ぶことがで
きる。

その都度指示する

4 アクティビティ・サービスと
ICF・介護過程との関係

アクティビティ・サービスと ICF・介護過程との
関係について理解できる。

その都度指示する

5
アクティビティ・サービス
の実践①　アクティビティ・
サービス計画

アクティビティ・サービス計画の基本的考え方を
学ぶ

その都度指示する

6
アクティビティ・サービスの
実践②アクティビティ・サー
ビスの実際

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・サー
ビスを理解でき、アクティビティ・サービスのプロ
グラムに役立てることができる。

その都度指示する

7
アクティビティ・サービスの
実践③アクティビティ・サー
ビスの実際

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・サー
ビスを理解でき、アクティビティ・サービスのプロ
グラムに役立てることができる。

その都度指示する

8
アクティビティ・サービスの
実践④アクティビティ・サー
ビスの実際

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・サー
ビスを理解でき、アクティビティ・サービスのプロ
グラムに役立てることができる。

その都度指示する

9
アクティビティ・サービスの
実践⑤アクティビティ・サー
ビスの実際

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・サー
ビスを理解でき、アクティビティ・サービスのプロ
グラムに役立てることができる。

その都度指示する

10
アクティビティ・サービスの
実践⑥アクティビティ・サー
ビスの実際

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・
サービスを理解できる。

その都度指示する

11
アクティビティ・サービスの
実践⑦アクティビティ・サー
ビスの実践

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・
サービスを計画できる。

その都度指示する

12
アクティビティ・サービスの
実践⑧アクティビティ・サー
ビスの計画化

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・
サービスを計画できる。

その都度指示する

13
アクティビティ・サービスの
実践⑨アクティビティ・サー
ビスの計画化

高齢者・障がい者施設で行えるアクティビティ・
サービスを計画できる。

その都度指示する

14 アクティビティ・サービス
計画の実践

学内でアクティビティ・サービスの実演をするこ
とができる。

その都度指示する

15 アクティビティ・サービス
計画の実践

学内でアクティビティ・サービスの実演をするこ
とができる。

その都度指示する

16 定期試験 筆記・論述試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

講義目的
アクティビティ・サービスの意義を理解し、アクティビティ・サービス計画を立案し、
利用者の生活を活性化するための知識と技術・態度を修得することができる。

到達目標
１．アクティビティ・サービスの基本を理解する事が出来る。
２．アクティビティ・サービスの実践的技術を習得する事が出来る。　　

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

5 アクティビティ・サービス論 2 30 選択 講義 専攻科 前期 花野　希久美
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
授業終了後 なし実技試験 50

課題レポート 50
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義、演習を中心とし、グループ
ワーク、施設見学等を行い学ぶ

なし。適宜資料を配
布する

なし 生活の中でできるリハビリ
テーションについて学びを
深めましょう

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 生活とリハビリテーション
の関係性

リハビリテーションの重要性と概要 その都度指示する

2 リハビリテーションの種別
理学療法、作業療法、言語聴覚療法等リハビリ専
門職に関する理解ができる。

その都度指示する

3 各種セラピーの種別
音楽療法、園芸療法など生活を活性し、生活への
機能の向上することを理解する。

その都度指示する

4
介護福祉士による生活リハ
ビリテーション

介護福祉士とリハビリ職との連携による生活リハ
ビリについて理解する。

その都度指示する

5 その都度指示する

6 福祉用具とリハビリテー
ション

自立支援における福祉用具の役割と機能 その都度指示する

7 自助具とリハビリテーショ
ン

自立支援における自助具の役割と機能 その都度指示する

8

自助具や福祉用具の使い方
と生活

自助具や福祉用具の機能や使い方を学び、生活機
能の向上について考え発表する。

その都度指示する

9 その都度指示する

10 その都度指示する

11 生活リハビリテーションの
実際①

講義後に、施設で生活リハビリテーションの実際
について見学し学ぶ

その都度指示する

12 生活リハビリテーションの
実際②

講義後に、施設で生活リハビリテーションの実際
について見学し学ぶ

その都度指示する

13 生活リハビリテーションの
実際③

講義後に、施設で生活リハビリテーションの実際
について見学し学ぶ

その都度指示する

14 生活リハビリテーションの
実際④

事例による生活リハビリテーションを考えて、そ
の実技を発表する

その都度指示する

15 生活リハビリテーションの
実際⑤

事例による生活リハビリテーションを考えて、そ
の実技を発表する

その都度指示する

16

実務経験と授業科目
との関連性

デイサービスでの介護福祉士としての勤務経験を活かし、自立支援について実践的な授
業を展開する

講義目的
要介護者の生活支援において、自立した生活を送るために生活動作を意識的に行うこと
で最大限の能力が発揮できる支援について理解を深める。

到達目標
１．高齢者の残存機能の活用について理解できる。
２．高齢者特有の基本的動作を自ら行えるようになる。
３．常になぜという疑問をもち、自分の考えを主張できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

6 生活リハビリテーション 1 30 選択 演習 専攻科 前期 原田　春海
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日２時限 なし定期試験 40 筆記試験

課題① 20 「聞き書き」調文体・装丁
受講前に学習すること

課題② 20 日本語表現・書式・文献の活用

なし中間評価 20 筆記による小テスト

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義・視覚教材の活用 最新・介護福祉士養
成講座「介護の基本
Ⅰ」・「介護の基本Ⅱ」

（中央法規）

その都度指定する 介護福祉士取得のためのガ
イダンス的な科目です。１
つ１つ丁寧に学んでいきま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護福祉の基本となる理念
初回オリエンテーション
介護福祉とはなにか実践理念を通じて理解する。

シラバスを読んで
おく

2 介護の歴史
日本の社会福祉史における介護福祉の位置づけに
ついて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

3 現代社会における介護福祉
士の役割

法に規定される介護福祉士の職務について理解す
る。

テキストの該当箇
所を読んでおく

4 専門職の倫理 介護福祉の専門性と職業倫理を理解する。
テキストの該当箇
所を読んでおく

5 パーソン・センタード・ケ
ア

介護福祉における価値や理念をパーソン・セン
タード・ケアを通じて理解する。

介護職に求められ
る態度について考
えておく

6 聞き書き① 聞き書きとはなにかを学ぶ。
ボイスレコーダーの
準備（携帯のボイス
メモ機能でも可）

7 聞き書き②
学生同士の聞き書き活動を通じて、聞き書きの必
要性について学ぶ。

ボイスレコーダーの
準備（携帯のボイス
メモ機能でも可）

8 介護福祉の基本理念・機能・
役割

中間評価を通じ、基本理念・機能・役割について
整理する。

中間評価の準備を
しておく

9 介護が必要な人の生活の場
の変化

施設の変遷、在宅から地域へと、生活の場の変化
について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

10 専門職としての価値（態度）
介護の現場で働く卒業生の話しを聴き、職業人と
しての態度について学ぶ。

導入実習における
自己の目標をあき
らかにしておく

特別講師

11 聞き書き③
冊子の作成・資料の取り扱いを通じて、ナラティ
ブな語りの重要性を学ぶ。

身近な人への聞き書
きを済ませておく

12 介護従事者の健康管理 腰痛予防対策の指針と実際について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

13 学ぶ力・主体的に考える力
レポートの書き方・文献検索の方法を学び、アカ
デミックスキルを身につける

図書館の場所や使い
方を確認しておく

14 活動の場の理解と役割
様々な活動場面を理解し、介護福祉士の役割につ
いて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

15 ロボットと介護をめぐる状
況

介護現場におけるロボットの活用について学ぶ。
ロボットが活用で
きる介護場面につ
いて考えておく

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

介護老人保健施設・グループホーム等での勤務経験を活かし、介護の本質的理解、介護職とし
ての姿勢の修得ができるよう具体的事例に基いた講義を行う。

講義目的
介護の本質的理解及び介護を取り巻く社会状況と専門職の役割などを学ぶことにより介護職と
しての姿勢を習得する。また、自己を成長させるための、アカデミックスキルを獲得する。

到達目標
①介護の本質的理解と介護福祉士の役割を理解する
②人の価値観や独自の生活スタイルをナラティブな語りから気づく
③アカデミックスキルを獲得する

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

7 介護福祉論Ⅰ 2 30 必修 講義 専攻科 前期 吉藤　郁



－101－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日１時限 なし定期試験 60 筆記試験

レポート課題 20 課題に対する記述・文章構成
受講前に学習すること

中間評価 20 筆記による小テスト

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義
視覚教材の援用

最新・介護福祉士養
成 講 座「 社 会 の 理
解 」・「 介 護 の 基 本
Ⅰ」・「介護の基本Ⅱ」

（中央法規）

その都度指定する 介護福祉士取得のためのガ
イダンス的な科目です。１
つ１つ丁寧に学んでいきま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 個人の権利を守る制度①
日本国憲法などを通じて、社会的存在として人が
有する人権を学ぶ。

日本国憲法を読ん
でおく

2 個人の権利を守る制度②
日常生活自立支援事業・成年後見制度について学
ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

3 個人の権利を守る制度③ 身体拘束の現状とその防止について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

4 個人の権利を守る制度④
高齢者の運転の状況と安全に運転するための制度
について学ぶ。

加齢に伴う心身の変化
について考えておく

5 個人の権利を守る制度⑤
高齢者虐待の実態及び防止に関する制度・実践に
ついて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

6 個人の権利を守る制度⑥
障害者虐待の実態及び防止に関する制度・実践に
ついて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

7 個人の権利を守る制度⑦
児童虐待の実態及び防止に関する制度・実践いつ
いて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

8 個人の権利を守る制度のま
とめ

中間評価を通じ、個人の権利を守る制度について
整理する。

中間評価の準備を
しておく

9 地域でくらす高齢者の日常
生活圏①

高齢者の日常生活の範囲・活用する社会資源につ
いて学ぶ。

前回の復習をして
おく

10 地域でくらす高齢者の日常
生活圏②

身近な高齢者にインタビューを行い、活用する社
会資源について理解を深める。

前回の復習をして
おく

11 災害時における介護
災害時の生活と介護福祉士の役割について理解す
る。

最近起こった災害に
ついてインターネッ
ト等で調べておく

12 リハビリテーションの理解
リハビリテーションの主要４分野とそれにかかわ
る専門職を理解する。

リハビリテーショ
ンとはなにか考え
ておく

13 他職種の理解 他の専門職の役割と専門性を理解する。
実習で出会った他
の専門職について
考えておく

14 多職種連携の理解 多職種連携の意義と課題を理解する。
前回の復習をして
おく

15 専門職としての成長 スーパービジョンの理論と実践を学ぶ。
指導と自己の成長
との関係性につい
て考えておく

16 定期試験 筆記試験
定期試験に向けた
準備をしておく

実務経験と授業科目
との関連性

介護老人保健施設・グループホーム等での勤務経験を活かし、介護福祉士に求められる
専門職としての態度の形成習得の講義を行う。

講義目的
介護福祉士に求められる専門職としての態度の形成及びチームの一員として協働・連携
する能力・他の職種・機関などと連携する能力を身につける。

到達目標 ①尊厳・自立・基本的人権についての基本的理解ができる。②チームケアの必要性と展
開方法の修得ができる。③学び続けることの意義と方法を習得できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

8 介護福祉論Ⅱ 2 30 必修 講義 専攻科 後期 吉藤　郁



－102－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日５時限 なし定期試験 80 筆記試験

課題レポート 20 提出期限を守る・内容
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

①テキスト、配布資料をもとに学
習する。

② DVD 等を活用し高齢者や障がい
者の生活をイメージできるよう
にする。

最新・介護福祉士養
成講座「介護の基本
Ⅱ」（中央法規）

なし 支援や介護を必要とする人た
ちの生活を理解することで、
はじめて個別援助を行うこと
ができます。自分の生活と比
較しながら学びましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 生活の個別性と多様性の理
解①

生活と時間・生活の場について考える
シラバスを読んで
くる

2 生活の個別性と多様性の理
解②

生活環境について考える
前回の復習をして
くる

3 生活の個別性と多様性の理
解③

家庭・地域・社会について考える
前回の復習をして
くる

4 生活の個別性と多様性の理
解④

生活の特性について考える
前回の復習をして
くる

5 高齢者の生活の理解①
高齢者の生きてきた時代と生活スタイルの変化を
理解する

前回の復習をして
くる

6 高齢者の生活の理解② 高齢者の生活の多様性と価値観について考える
前回の復習をして
くる

7 高齢者の生活の理解③
高齢者の生活を支える家族、地域との関わりにつ
いて理解する

前回の復習をして
くる

8 高齢者の生活の理解④ 高齢者が働くことと活躍の場について考える
前回の復習をして
くる

9 障害者の生活の理解① 障害者の生活の個別性と多様性について考える
前回の復習をして
くる

10 障害者の生活の理解②
事例に基づき、障害のある人を支援する際の考え
方と視点を理解する

前回の復習をして
くる

11 障害者の生活の理解③
障害者の生活を支える家族、地域との関わりにつ
いて理解する

前回の復習をして
くる

12 障害者の生活の理解④ 障害者が働くこと、活躍の場について考える
前回の復習をして
くる

13 家族介護者の理解と支援①
介護職との比較から、家族が介護することについ
て考える

前回の復習をして
くる

14 家族介護者の理解と支援②
家族介護者を支える意義と支援のあり方について
考える

前回の復習をして
くる

15 授業の振り返り 授業のポイントを復習する
前回の復習をして
くる

16 定期試験 筆記試験
今までの復習をし
てくる

講義目的
訪問介護員、デイサービス相談員としての経験を活かして支援や介護を必要とする人と
その生活について理解できるよう講義を行う。

実務経験と授業科目
との関連性

支援や介護を必要とする人とその生活について、自らの生活と比較しつつ多角的に考え、
理解する。

到達目標
①介護の対象者の心身状況や暮らしなどから、今の状況の多様性・複雑性を理解できる。
②一人ひとりの生き方を尊重していくことの大切さを学ぶことができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

9 介護の基本Ⅰ
（介護の対象）

2 30 必修 講義 専攻科 前期 齋藤　真木



－103－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日５時限 なし定期試験 60 筆記試験

課題レポート 40 提出期限を守る・内容
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

１．テキストをもとにした講義
２．障害当事者の講話や DVD など

を活用した学習

最新・介護福祉士養
成講座「介護の基本
Ⅰ」（中央法規）

なし 介護福祉士として仕事をす
るうえで重要な理念の科目
です。しっかりと考えなが
ら学んでください。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護福祉における自立支援
の意義

介護福祉における自立支援の意義について学ぶ。
シラバスを読んで
おく

2 利用者理解の視点
ICF、エンパワメント、ストレングスの視点から
利用者を理解する。

テキストの該当部
分を読んでおく

3 利用者の生活意欲と活動①
長野県障がい者福祉センターの活動を通して利用
者のレクリエーション、社会参加について学ぶ。

特になし

4 利用者の生活意欲と活動②
利用者の生活意欲と活動について、映画「折り梅」
を観て考える。

特になし

5 利用者の生活意欲と活動③
利用者の生活意欲と活動について、映画「折り梅」
を観て考え、レポートを作成する。

特になし

6 介護予防と介護福祉 介護予防の意義、考え方について学ぶ。
テキストの該当部
分を読んでおく

7 リハビリテーションと介護
福祉①

リハビリテーションの基本的な考え方について理
解する。

テキストの該当部
分を読んでおく

8 リハビリテーションと介護
福祉②

ADL、IADL について理解し、毎日の生活を通し
たリハビリテーションについて考える。

特になし

9 リハビリテーションと介護
福祉③

リハビリテーションと介護予防について理解す
る。

特になし

10 就労支援
働くことの意義、介護福祉と就労支援について理
解する。

テキストの該当部
分を読んでおく

11 自立と生活支援① ガイドヘルパーと介護福祉について学ぶ。 特になし

12 自立と生活支援②
生活環境と利用者の自立生活について考える（ユ
ニバーサルデザイン・バリアフリー）。

テキストの該当部
分を読んでおく

13 自立と生活支援③
地域社会における利用者の自立生活とその支援に
ついて考える（福祉のまちづくり）。

テキストの該当部
分を読んでおく

14 障害当事者の生活と自立① 障害当事者の生活と自立について学ぶ。
障害者総合支援法
について復習して
おく

15 障害当事者の生活と自立② 障害当事者の生活と自立について学ぶ。
障害者総合支援法
について復習して
おく

16 定期試験 筆記試験
これまでに学習し
たことを復習して
おく

実務経験と授業科目
との関連性

訪問介護員、デイサービス相談員としての経験を活かして利用者の自立支援について理
解できるよう講義を行う。

講義目的 利用者の自立支援について、理論と実践の両側から理解する。

到達目標
①介護福祉における自立支援の意義について理解できる。
②障害のある人の生活を知り、自立生活とは何かを理解できる。
③リハビリテーションの意義、考え方を理解し、生活を通したリハビリテーションについて理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

10 介護の基本Ⅱ
（自立支援）

2 30 必修 講義 専攻科 前期 齋藤　真木



－104－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日２時限 なし定期試験 60

小テスト 20 5 回
受講前に学習すること

提出物 20 5 回

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４・５

テキスト、資料、プリントを使用し、
問題を提示しながら講義する。

国試ナビ 2021
（中央法規）

なし 介護の現場で必要な知識で
すのでしっかりと学びま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 地域包括ケアシステムの基
本的考え方

地域包括ケアシステムの基本的考え方を理解す
る。

シラバスを読んで
学習内容を理解し
ておく

2 介護を必要とする人の生活
と地域

介護を必要とする人の自宅での生活と地域づくり
について理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

3 介護保険サービスの種類と
概要

訪問系、通所系、短期入所系サービスの種類と概
要を理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

4 介護保険サービスの種類と
概要

訪問系、通所系、短期入所系サービスの種類と概
要を理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

5 介護保険サービスの種類と
概要

施設サービスの種類と概要を理解する。
テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

6 介護保険サービスの種類と
概要

地域密着型サービスの種類と概要を理解する。
テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

7 フォーマルサービスとイン
フォーマルサービス

地域包括ケアシステムの実現について、フォーマルサー
ビスとインフォーマルサービスの役割を理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

8 介護保険におけるケアプラ
ンと介護報酬　　　　　　

介護保険制度下で実施されているケアプランの実
際と介護報酬との関連を理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

9 介護実践における連携
他職種との連携

保健医療専門職、福祉専門職の専門性と役割を知
り介護福祉士との連携のあり方を考える。

自分の考えをまと
めておく

10 介護実践における連携
国・都道府県の機能と役割

国・都道府県が果たす機能と役割を理解し、連携
のあり方を考える。

自分の考えをまと
めておく

11 介護実践における連携
市町村・団体の機能と役割

市町村・団体が果たす機能と役割を理解し、連携
のあり方を考える。

課題の内容につい
て調べておく

12 障害福祉サービスの種類と
概要

障害福祉サービスの種類と概要を理解する。 課題の内容につい
て調べておく

13 障害福祉サービスの種類と
概要

障害福祉サービスの種類と概要を理解する。 自分の考えをまと
めておく

14 障害福祉サービスにおける
サービス等利用計画の概要

障害者総合支援法におけるサービス等利用計画の
概要を理解する。

自分の考えをまと
めておく

15 共生型サービス
介護保険サービスと障害福祉サービスとの関係、
共生型サービスについて理解する。

これまでに学習し
たことを整理し復
習しておく

16 定期試験 全員が筆記試験を受験する。
これまでに学習し
たことを整理し復
習しておく

実務経験と授業科目
との関連性

地域福祉活動コーディネーターの経験を活かし、介護を必要とする人の生活を支援する
しくみと地域連携についての講義を行う。

講義目的 介護を必要とする人の生活を支援するしくみと地域連携について理解する。

到達目標
①介護を必要とする人の生活を支える地域と地域包括ケアシステムのしくみを説明できる。
②介護を必要とする人の生活の拠点と介護保険サービス、障害福祉サービスの活用について説明できる。
③介護を必要とする人の生活を支える地域連携やフォーマル・インフォーマルサービスの役割を説明できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

11 介護の基本Ⅲ
（介護福祉サービス）

2 30 必修 講義 専攻科 後期 合津　千香



－105－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日５時限 なし定期試験 90 筆記試験

小テスト 10 8 回
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義を中心とし、グループワーク
も取り入れる

最新・介護福祉士養
成講座「介護の基本
Ⅱ」（中央法規）

なし 介護事故を起こさないため
に、また、介護職の心身の
健康管理のためにもしっか
り学びましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 尊厳の保持と安全の確保①
尊厳のある暮らしと法律、制度などについての関
係を理解する。

テキストの該当部分
に目を通してくる

2 尊厳の保持と安全の確保②
介護福祉士の倫理と尊厳の保持、安全の確保につ
いての関係を理解する。

前回の復習をして
くる

3 介護におけるリスクマネジ
メント①

ケアの質の向上とリスクマネジメントについての
関係を理解する。

前回の復習をして
くる

4 介護におけるリスクマネジ
メント②

リスクマネジメントに必要な要素について学ぶ。
前回の復習をして
くる

5 事故防止、安全対策① 事故防止、安全対策のためのしくみについて学ぶ。
前回の復習をして
くる

6 事故防止、安全対策② 生活の中のリスクと対策について学ぶ。
前回の復習をして
くる

7 事故防止、安全対策③ 防火、防災対策と訓練について学ぶ。
前回の復習をして
くる

8 感染管理のための方策 生活の場での感染対策について学ぶ。
前回の復習をして
くる

9 危険予知訓練① 介護現場の危険性と対策について考える。 特になし

10 危険予知訓練② 介護現場の危険性と対策について考える。 特になし

11 危険予知訓練③
危険予知訓練の発表を通して学びを共有すること
ができる。

特になし

12 介護従事者の労働安全①
労働基準法と労働安全衛生法、環境整備について
学ぶ。

テキストの該当部分
に目を通してくる

13 介護従事者の労働安全② ノーリフトポリシーについて学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

14 介護従事者の労働安全③ 介護従事者の身体の健康管理について学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

15 介護従事者のこころの健康
管理

介護従事者のこころの健康管理について学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

16 定期試験 筆記試験
前回までの復習を
してくる

実務経験と授業科目
との関連性

訪問介護員、デイサービス相談員としての経験を活かして介護を行う場における事故防
止、安全確保について理解できるよう講義を行う。

講義目的
介護を必要とする人の尊厳の保持・自立支援を考慮しながら、事故防止、安全の確保に
ついて理解する。

到達目標
①介護における事故防止と安全の確保の必要性が理解できる。
②リスクマネジメントの意味・目的が理解できる。
③介護従事者の安全について理解できる。　

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

12 介護の基本Ⅳ
（介護安全対策）

2 30 必修 講義 専攻科 後期 齋藤　真木



－106－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日２時限 なし定期試験 60 筆記試験

授業の参加状況 20 授業内でのミニレポート内容
受講前に学習すること

課題レポート 20 課題に対する記述・文章構成

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキスト・プリント・視覚教材を
用いて、講義を行う

最新・介護福祉士養
成 講 座「 コ ミ ュ ニ
ケーション技術」

（中央法規）

その都度指定する。 自分のコミュニケーション
スタイルの特徴を知り、介
護場面で活かしていきま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 コミュニケーションと介護
介護におけるコミュニケーションの特徴や役割に
ついて学ぶ。

シラバスを読んで
おく

2 介護におけるコミュニケー
ションの基本

利用者の話しを聴く基本的な理論・技法を学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

3 介護におけるコミュニケー
ションの実際①

コミュニケーションの基盤となる、傾聴、共感、
支持的態度を理解する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

4 介護におけるコミュニケー
ションの実際②

コミュニケーションでの基本的技法を意識的に活
用することの効果を学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 介護における記録① 記録の意義・目的、種類について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

6 介護における記録②
実際の記録をみながら、その特徴を理解し、また
良い記録とはなにかを学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

7 介護における記録③
ＶＴＲを視聴し、その介護場面を記録しながら、
良い記録について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

8 チームの一員としてのコ
ミュニケーション

報告・連絡・相談について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

9 コミュニケーション場面の
振り返り①

プロセスレコードの意義・目的を学ぶ。
プロセスレコードの作成を通じ、コミュニケーショ
ン場面における観察の視点について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

10 コミュニケーション場面の
振り返り②

実際にプロセスレコードを作成し、自己のコミュ
ニケーションスタイルの傾向について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

11 チームの一員としてのコ
ミュニケーション

報告・連絡・相談について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

12 介護における記録④
記録の管理、個人情報保護、IT の活用について
学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

13 介護における記録⑤
実習記録を振り返り、より良い介護と記録につい
て学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

14 相談援助の理論と実際
バイステックの７原則を通じて、相談援助におけ
るコミュニケーションについて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

15 小集団におけるコミュニ
ケーション

レクリエーション場面など、スモールグループで
のコミュニケーションについて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

16 定期試験 筆記試験
定期試験に向けた
準備をしておく

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士としての勤務経験を活かし、具体的な場面を提示しながら、介護現場で必要とされ
る基本的なコミュニケーションスキル習得に向け、講義を行う。

講義目的
介護におけるコミュニケーションの基本的考え方・コミュニケーションの技法のほか、チームアプローチに必要なコミュニ
ケーション技法などを学び、介護実践能力のために必要な人間の理解や他者への情報の伝達に必要な基礎的なコミュニケー
ション能力を養うための学習とする。

到達目標
介護を必要とする人の理解や援助関係におけるコミュニケーションについて学ぶととも
に、基本的な技法を習得する。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

13 コミュニケーションと
介護Ⅰ

2 30 必修 講義 専攻科 前期 吉藤　郁



－107－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし演習への参加状況 60 発表内容・プレゼンテーション方法

課題レポート 40 課題に対する記述・文章構成
受講前に学習すること

保育実習等で書いた実習記録を読み返してお
いてください。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキスト・プリント・DVD 視聴を
通じての演習を基本とする。

最新・介護福祉士養
成講座　「コミュニ
ケーション技術」

（中央法規）

その都度指定する 介護関係におけるコミュニ
ケーションとはなにか、考
えていきましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護における記録①
様々な記録の特徴、管理、共有化について理解す
る。

シラバスを読んで
おく

2 介護における記録②
個別援助技術実習の記録の反省を踏まえ、DVD の視
聴、介護場面を記録しながら、良い記録について学ぶ。

実 習 記 録 で 難 し
かったところをま
とめておく

3 チームにおけるコミュニ
ケーション①

情報共有の意義と活用方法について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

4 チームにおけるコミュニ
ケーション②

カンファレンス（会議）におけるコミュニケーショ
ンについて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 チームマネジメント①
チームの機能と構成、リーダーシップ、フォロワー
シップについて学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

6 チームマネジメント②
人材育成の方法、モチベーションマネジメントに
ついて理解する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

7 介護における家族とのコ
ミュニケーション①

家族の気持ちの理解と意向の確認について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

8 介護における家族とのコ
ミュニケーション②

情報共有の仕方、本人と家族の意向を調整する技
法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

9 コミュニケーション障害の
理解

コミュニケーション障害について理解し、介護福祉
士に求められるコミュニケーション技術を考える。

テキストの該当箇
所を読んでおく

10 障害特性に応じたコミュニ
ケーション①

失語症のある人のコミュニケーションの特徴と方
法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

11 障害特性に応じたコミュニ
ケーション②

知的障害のある人のコミュニケーションの特徴と
方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

12 障害特性に応じたコミュニ
ケーション③

聴覚障害のある人とのコミュニケーションの特徴
と方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

13 障害特性に応じたコミュニ
ケーション④

聴覚障害のある人とのコミュニケーションの特徴
と方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

14 障害特性に応じたコミュニ
ケーション⑤

視覚障害のある人とのコミュニケーションの方法
として点字を理解する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

15 障害特性に応じたコミュニ
ケーション⑥

視覚、聴覚重複障害者とのコミュニケーションの
特徴と方法について学ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

16

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士としての勤務経験を活かし、具体的な場面を提示しながら、様々な場や人、
障害の特性に応じたコミュニケーションスキル習得に向け、演習を行う。

講義目的
介護を必要とする人とその家族、またチームでのコミュニケーションの方法、また障害
の特性に応じたコミュニケーション方法を身につける。

到達目標
障害の特性に応じたコミュニケーション方法がわかる。また、家族やチームにおけるコ
ミュニケーションの特性を理解し、適切な対応ができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

14 コミュニケーションと
介護Ⅱ

1 30 必修 演習 専攻科 前期 丸山　順子



－108－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日５時限 なし定期試験 90 筆記試験

課題へのとりくみ状況 10 ベッドメイキングの知識の理解度
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２・３

テキストに加え、資料等を活用し
て講義を行う

最新・介護福祉士養
成講座編集委員会編

「生活支援技術Ⅰ」
「生活支援技術Ⅱ」
（中央法規）

なし 生活支援技術総論は、生活支援技

術の基本Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにつながる重

要な科目です。また、介護福祉に

関する専門用語も次々と登場して

くるため、毎回の授業の積み重ね

を大切にしてください。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 生活支援の基本的な考え方
①

生活支援技術を学ぶにあたっての留意点や、実習
室の使い方について学ぶ。

シラバスを読んで
おく

2 生活支援の基本的な考え方
②

利用者の尊厳や安全を守り、介護従事者の安全を
守る生活支援の基本について理解する。

適宜指示する

3 睡眠の意義とその環境 睡眠の意義とその環境について理解する 適宜指示する

4 寝床環境の整備① 適切な寝床環境の整備について理解する。 適宜指示する

5 寝床環境の整備②
適切な寝床環境の整備とベッドメイキングについ
て学ぶ。

適宜指示する

6 住まいの役割と機能及び生
活空間

住まいの役割と機能及び生活空間について配慮する点
について理解する。

テキストの該当部
分を読んでくる

7 快適な室内空間①
様々な室内空間における快適生活の基本について
理解する。

テキストの該当部
分を読んでくる

8 快適な室内空間②
様々な室内空間における快適生活の基本について
理解する。

テキストの該当部
分を読んでくる

9 安全に暮らすための生活環
境

安全に暮らすための生活環境と介護の視点につい
て理解する。

テキストの該当部
分を読んでくる

10 高齢者・障がい者の住まい
安全で快適な高齢者・障がい者の住まいについて
学ぶ。

テキストの該当部
分を読んでくる

11 福祉用具の意義と活用① 様々な福祉用具の意義と活用について学ぶ。
テキストの該当部
分を読んでくる

12 福祉用具の意義と活用② 様々な福祉用具の意義と活用について学ぶ。
テキストの該当部
分を読んでくる

13 災害時における生活支援①
災害時における生活支援の視点について理解す
る。

テキストの該当部
分を読んでくる

14 災害時における生活支援②
災害時における生活支援の実際とその留意点につ
いて学ぶる。

テキストの該当部
分を読んでくる

15 授業のまとめ
定期試験に向けてこれまでの授業の内容を振り返
る。

これまでの授業の資
料を整理してくる

16 定期試験 筆記試験
定期試験に向けて
準備してくる。

実務経験と授業科目
との関連性

訪問介護員、デイサービス相談員としての経験を活かして生活支援技術の考え方や
心構えについて理解できるよう講義を行う。

講義目的
生活支援技術の基本Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにつなげる導入として、生活支援技術の考え方や心構え
について学ぶ。また、生活の場や環境の整備についても理解する。

到達目標
①生活支援の意義や考え方について理解できる。
②自立に向けた居住環境の整備について理解できる。
③睡眠に関する知識や技術を習得できる。　　　　　　　　

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

15 生活支援技術総論 2 30 必修 講義 専攻科 前期 齋藤　真木



－109－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日２時限 なし定期試験 80 筆記試験

演習確認の達成度 20 担当教員の評価
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキスト・プリントを参考にしな
がら学生同士で演習を行う

最新・介護福祉士養
成講座「生活支援技
術Ⅰ」（中央法規）

なし 「こころとからだのしくみ
Ⅰ」と連動しています。意
識して演習をしましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 自立に向けた移動の介護
移動の意義と目的       

移動が生活行為の基本動作であることが理解でき
る

シラバスを読んで
おく

2 体位の理解
車いすの構造と各部の名称

体位の名称と実際を理解する
車いすの構造と各部の名称を理解する　　

適宜指示する

3 ボディメカニクス ボディメカニクスを使った介助について理解する
テキストの該当部
分を読んでくる

4 車いすの介助
ボディメカニクスを使った車いすの移動介助方法
を理解する

テキストの該当部
分を読んでくる

5 ベッド上の移動介助①
ボディメカニクスを使ったベッド上の移動介助方
法を理解する

テキストの該当部
分を読んでくる

6 ベッド上の移動介助②
ボディメカニクスを使ったベッド上の移動介助方
法を理解する

テキストの該当部
分を読んでくる

7 座位と立ち上がり
安定した座位とボディメカニクスを使った安全な
立ち上がりの介助方法を理解する

テキストの該当部
分を読んでくる

8 歩行介助 歩行の基本と安全な介助方法を理解する
テキストの該当部
分を読んでくる

9 移動に関する福祉用具の活
用

移動に関する福祉用具の活用について理解する
テキストの該当部
分を読んでくる

10 移乗介助① 安全で的確な移乗方法を理解する
テキストの該当部
分を読んでくる

11 移乗介助② 安全で的確な移乗方法を理解する 適宜指示する

12 移乗介助③ 安全で的確な移乗方法の理解度を確認する 適宜指示する

13 姿勢の保持
姿勢の保持（シーティング・ポジショニング）に
ついて学ぶ

テキストの該当部
分を読んでくる

14 安楽な体位 安楽な体位について理解する
テキストの該当部
分を読んでくる

15 授業のまとめ
定期試験に向けてこれまでの授業の内容を振り返
る

これまでの授業の資
料を整理してくる

16 定期試験 筆記試験
定期試験に向けて
準備してくる

実務経験と授業科目
との関連性

訪問介護員、デイサービス相談員としての経験を活かして移動に関する知識、技術、考
え方の習得についてう講義を行う。

講義目的
移動に関する知識、技術、考え方を習得し、介護福祉の視点から自立に向けた移動の介
護の必要性を理解する。

到達目標
自立に向けた移動の介護方法を習得し、生活の拡大を図る援助について考えることがで
きる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

16 生活支援技術の基本Ⅰ
（移動）

1 30 必修 演習 専攻科 前期 吉藤　郁
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日１時限 なし定期試験 80 筆記試験

技術確認の達成度 20 担当教員の評価
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキスト・プリントを参考にしな
がら学生同士で演習を行う。

最新・介護福祉士養
成講座「生活支援技
術Ⅱ」

（中央法規）

なし 「こころとからだのしくみ
Ⅱ」と連動しています。意
識して演習をしましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 食事の意義と目的
おいしく食べることを支えるためのポイントにつ
いて考える

おいしく食べるた
めの要因について
考えてくる

2 利き手が使えない時の食事
利き手が使えない状態で食事をする体験を通し
て、食事介護の基本について考える

テキストの該当部
分を読んでくる

3 食事をするときの基本姿
勢・自助具

食事をするときの基本姿勢・自助具について学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

4 運動機能が低下している人
の食事の介護援

運動機能が低下している人の介護について学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

5 認知・知覚機能が低下して
いる人の食事の介護

認知・知覚機能が低下している人の介護について
学ぶ

テキストの該当部
分を読んでくる

6 嚥下障害がある人の食事の
支援

嚥下障害がある人の介護について学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

7 食事の支援についてのまと
め

食事の支援について振り返り知識を確認する
テキストの該当部
分を読んでくる

8 排泄支援への心遣いを理解
する

排泄支援を行うにあたり重要な羞恥心・自尊心へ
の配慮を学ぶ

今までの復習をし
てくる

9 トイレでの排泄支援の方法 トイレでの排泄支援方法を学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

10 排泄介護に関する福祉用具
排泄支援に使用する福祉用具について学び、利用
者の状態に応じた快適な排泄について考える

テキストの該当部
分を読んでくる

11 ポータブルトイレを使用し
た排泄の方法

ポータブルトイレでの排泄支援方法を学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

12 おむつを使用した排泄の方
法①紙おむつ

紙おむつの使用方法と排泄支援方法学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

13 排泄の介護の技術確認 排泄の介護の方法を確認する
テキストの該当部
分を読んでくる

14 尿器・便器を使用した排泄
の方法

尿器・便器での排泄支援方法を学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

15 おむつを使用した排泄の方
法②布おむつ

布おむつの使用方法をと排泄支援方法学ぶ
テキストの該当部
分を読んでくる

16 定期試験 筆記試験
今までの復習をし
てくる

実務経験と授業科目
との関連性

介護老人保健施設、グループホームでの勤務経験を活かし、食事と排泄に関する知識、
技術、考え方の習得について講義を行う。

講義目的
食事と排泄に関する知識、技術、考え方を習得し、介護福祉の視点から自立に向けた食
事と排泄の介護の必要性を理解する。

到達目標 自立に向けた食事と排泄の介護に関する知識と技術を習得できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

17 生活支援技術の基本Ⅱ
（食事・排泄）

1 30 必修 演習 専攻科 後期 吉藤　郁
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日５時限 なし定期試験 80 筆記試験

演習課題レポート 20 課題に対する記述・文章構成
受講前に学習すること

自分の生活における身だしなみや入浴の楽し
みについて考えておきましょう。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義、実技演習、事例検討、グルー
プワークを活用した学習とする。

最新・介護福祉士養
成講座「生活支援技
術Ⅱ」

（中央法規）

その都度指定する。 領域「こころとからだのし
くみ」の科目と連動してい
ます。意識して学習しま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 入浴・清潔保持の意義と目
的

入浴の意義と目的を理解できる。
自分自身の入浴習慣
について考えておく

2 自立に向けた入浴・清潔保
持の介護の視点の理解

爽快感や安全を支える介護とその工夫（用具の活用と
環境整備、コミュニケーション）について理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

3 入浴・清潔の時の基本とな
る知識と技術①

安全・的確な一般浴の介助の技法を習得できる。
演習レポートを期
日までに提出する

4 入浴・清潔の時の基本とな
る知識と技術②

安全・的確な手浴・足浴、フットケアの介助の技
法を習得できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 入浴・清潔の時の基本とな
る知識と技術③

安全・的確な機械浴・更衣の方法を習得できる。
テキストの該当箇
所を読んでおく

6 入浴・清潔の時の基本とな
る知識と技術④

安全・的確な全身清拭の介助の技法を習得できる。
テキストの該当箇
所を読んでおく

7 入浴・清潔の時の基本とな
る知識と技術⑤

感覚機能の低下、認知・知的機能の低下している人、内
部障害、精神障害のある人の介助と留意点が理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

8 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術⑥

感覚機能の低下、認知・知的機能の低下している人、内
部障害、精神障害のある人の介助と留意点が理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

9 身じたくの意義と目的
身じたく及び衣類の役割、生理的・心理的・社会
的・文化的意義と目的を理解する。

シラバスを読んで
おく

10 自立に向けた身じたくの介
護の視点の理解

生活習慣と装いの楽しみを支える工夫について考
える。

テキストの該当箇
所を読んでおく

11 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術①

整容（洗面、整髪、ひげの手入れ、爪切り、化粧
等）に関する介護方法について習得する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

12 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術②

口腔ケアの意義と利用者の状態に合わせた介護方
法について理解する。

テキストの該当箇
所を読んでおく

13 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術③

ブラッシング及び口腔清拭法にて口腔ケアを行
う。

演習レポートを期
日までに提出する

14 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術④

心身の状況に応じた衣類の着脱について、自力で
着替える演習を通じて理解を深める。

学生自身の衣類の
着脱方法について
考えておく

15 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術⑤

運動機能障害のある人の衣類の着脱について演習
を通じて理解を深める。

演習レポートを期
日までに提出する

16 身じたくの介護の基本とな
る知識と技術⑥

感覚機能の低下、認知・知的機能の低下している人、内
部障害、精神障害のある人の介助と留意点が理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士としての勤務経験を活かし、自立に向けた身じたくや入浴・清潔保持におけ
る知識・技術の修得に向けた講義・演習を行う。

講義目的
身じたくと入浴・清潔に関する知識・技術を修得し、介護福祉士の視点から自立に向け
た身じたくと入浴・清潔保持における介護の必要性を学ぶ。

到達目標
①身じたく・入浴・清潔の介護方法が理解できる。
②身じたく・入浴・清潔の技術を習得する。
③実践の根拠について、説明できる能力を身につける。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

18 生活支援技術の基本Ⅲ
（身だしなみ・清潔）

1 30 必修 演習 専攻科 前期 齋藤　真木
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教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1

事例の理解と介護過程
授業オリエンテーション
事例の利用者像や生活の様子を理解する

事前にシラバス
を読んでおく

2

3 
事例に基づく生活の中で
の支援

事例の生活リズムに即した生活支援を考え
る。（起床から朝食前）

その都度指示す
る

4

5
事例に基づく生活の中で
の支援

事例の生活リズムに即した生活支援を発表し
検討する。（起床から朝食前）

その都度指示す
る

6

7
事例に基づく生活の中での
支援

事例の生活リズムに即した生活支援を考える。（朝
食から夕食前）

その都度指示する

8

9
事例に基づく生活の中での
支援

事例の生活リズムに即した生活支援を発表し検討
する。（朝食から夕食前）

その都度指示する

10

11
事例に基づく生活の中での
支援

事例の生活リズムに即した生活支援を考え、発表
し検討する。（リラックスの技法を学ぶ）

事前に配布するプ
リントを読んでお
く

特別講師

12

13
事例に基づく生活の中での
支援

事例の生活リズムに即した生活支援を考え、発表
し検討する。（夕食から就寝・睡眠）

その都度指示する

14

15
事例に基づく生活の中での
支援

基本的な生活支援技術習得を確かめるため、実技
試験及び解説を行う。

実技試験の準備を
しておく

16

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士としての勤務経験を活かし、自立に向けた支援をするための知識・技術ができるよう、講義・演習を
行う。また、1 日のリズム・１週間のリズムといった生活リズムを踏まえた支援ができるよう指導する。

講義目的
事例の利用者の状態・状況をアセスメントし、移動・移乗、食事、口腔ケア、入浴、排泄等の総合的な生活の流れ

（生活リズム）の中で実践的な介護過程を展開すること、個別支援の方法や自立支援について考えるようにする。

到達目標
①自立に向けた介護の視点をもって、利用者をアセスメントし、支援方法を考え実施することができる。
②生活の流れの中の支援について考えることができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

19 総合的生活支援Ⅰ 2 60 必修 演習 専攻科 後期 福田　明
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日１時限 なし実技試験 40 準備、声掛け、根拠に基づく支援等

課題発表 60 発表内容及びプレゼン方法
受講前に学習すること

生活支援技術Ⅰ～Ⅲ、介護過程と繋がってい
ます。それぞれ、復習をしておきましょう。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３

事例を通して演習を行う。 適宜資料を配布す
る。

その都度指示する。 講義・演習・実習で学んだ
ことを関連付けていきま
す。「つなげる」「わかる」
を大切にしましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

17
事例に基づく生活の中での
支援

事例に基づき、介護過程を展開する（生活課
題に即した介護計画を検討する）

その都度指示す
る

18

19
事例に基づく生活の中での
支援

作成した介護計画（目標・具体的支援内容等）を
実施する。

その都度指示する

20 

21
事例に基づく生活の中での
支援

作成した介護計画（目標・具体的支援内容等）
を実施する。

その都度指示する

22

23
事例に基づく生活の中での
支援

作成した介護計画（目標・具体的支援内容等）
を実施する。

その都度指示す
る

24

25

生活支援技術の確かめ
介護基礎実習で経験した生活支援技術の根拠を考
える。

その都度指示す
る

26

27

生活支援技術の確かめ
介護基礎実習で経験した生活支援技術の根拠を他
者に説明する（課題発表）。

その都度指示す
る

28

29
介護過程の実践的展開につ
いてのまとめ

介護過程の実践的展開について振り返り、各自の
今後の課題を明確にする。

その都度指示す
る

30

31
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教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1

初回オリエンテーション
授業概要の説明
介護が必要な人の生活のしづらさについて理解す
る

シラバスを読んで
おく

2

3 

障がい者スポーツについて
歴史、治療・レクリエーション・スポーツとして
の側面について理解する。また、東京パラリンピッ
クについて概要を理解する。

テレビや新聞等の
報道で障がい者ス
ポーツについて情
報を収集しておく4

5
障がい者スポーツ
体験

ボッチャ等、障がい者スポーツの一つを体験する。

テレビや新聞等の
報道で障がい者ス
ポーツについて情
報を収集しておく6

7
長野県における障がい者ス
ポーツの実際①

長野県で活動する障がい者スポーツの団体につい
て調べる。

テレビや新聞等の
報道で障がい者ス
ポーツについて情
報を収集しておく8

9
長野県における障がい者ス
ポーツの実際②

グループ発表①を通じて、障がい者の方の生活と
スポーツについて理解を深める。

グループ発表の準
備をしておく

10

11
食事支援に必要な
基礎知識

空腹・食物の認識・咀嚼・食塊形成・嚥下のメカ
ニズムについて理解する

テキストの該当箇
所を読んでおく

12

13

食事支援の実際
利用者の状態・状況に応じた食事介助について学
ぶ（運動機能低下・認知機能低下・嚥下障害等）

前回の授業の復習
をしておく

14

15
排泄支援に必要な
基礎知識

尿意を感じてから排泄終了までのメカニズムにつ
いて理解する

テキストの該当箇
所を読んでおく

16

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士としてデイサービスでの勤務経験を活かし、食事支援、排泄支援、移動支援
などの介護知識と技術について実践的な授業を展開する。

講義目的 地域で暮らす高齢者・障がい者の自立支援・暮らしやすさについて考える

到達目標
①事例の利用者に対し、基本的な知識と技術を統合して支援ができる。
②外出体験を通じ、様々な公共施設の使いやすさ・不便さに気づき、改善方法について提案できる。
③障害者スポーツの意義と課題について理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

20 総合的生活支援Ⅱ 2 60 必修 演習 専攻科 前期 原田　春海
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
授業終了後 なしグループ発表① 20 発表内容・プレゼンテーション方法

グループ発表② 20 発表内容・プレゼンテーション方法
受講前に学習すること

課題レポート 60 課題に対する記述・文章構成
なぜ今その支援が必要か、なぜその方法が適切だ
と考えるのか、根拠を明確にしていきましょう。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義及び演習（学内・学外） 最新・介護福祉士養
成講座「生活支援技
術Ⅱ」（中央法規）

その都度指定する。 講義・演習・実習を通じて
得た知識や技術を統合する
授業となります。積極的に
参加しましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

17

排泄支援の実際
利用者の状態・状況に応じた排泄介助について学
ぶ（運動機能低下・認知機能低下・排尿障害等）

前回の授業の復習
をしておく

18

19

車いす利用者の外出支援①
事例を理解する。その上で目的地までの手段及び
目的地の状況を踏まえ、外出計画を立てる。

生活支援技術の基
本Ⅰの振り返りを
しておく

20 

21

車いす利用者の外出支援②
外出計画に基づき、車いす利用者・介護者として
公共施設を利用する。

外出計画を読み込
み、起こりえる事
柄を予測・対応策
を考えておく22

23

車いす利用者の外出支援③ グループ毎にまとめを行う。
授業時間以外の時
間も活用してまと
めを行う

24

25

車いす利用者の外出支援④
グループ発表②を通じて、公共施設までのアクセ
スや実際に施設を利用して、利用しやすさ・しに
くさについて考えを深める。

グループ発表の準
備をしておく

26

27

外出を支える法制度の理解 社会生活を支える法制度について理解する。
該当する教科書の
範囲を読んでおく

28

29
地域を基盤とした生活につ
いて

地域で暮らすために必要なこと、暮らしやすさと
はなにかについてのまとめを行う。

今までの授業を振
り返り、地域生活
に必要なことにつ
いて考えをまとめ
ておく30

31
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日５時限 なし定期試験 70 筆記試験

提出課題 30 裁縫の基本についての取り組み状況
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキストを中心とした講義に体験
的学習を取り入れる

最新・介護福祉士養
成講座「生活支援技
術Ⅰ」（中央法規）

なし まず自分の家庭生活をしっか
り営めるようになることから
始めましょう。土台があって
こそ、利用者様の生活支援が
行えるようになります。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 家事の意義と目的 生活における家事の意義と目的を理解する。
テキストの第 3 章
を読んでくる

2 家庭生活の理解 家族・生活時間・消費生活等について理解する。
テキストの該当部分
に目を通してくる

3 家庭生活の営み①
衣生活について

洗濯についての知識と技術を学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

4 家庭生活の営み②
衣生活について

ウールやおしゃれ着の手洗いについて学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

5 被服の裁縫について① ぞうきんの縫い方を通して裁縫の基礎を学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

6 被服の裁縫について② お手玉の作り方を通して裁縫の基礎を学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

7 家庭生活の営み③　
家庭経済について

家庭経済について理解する。
テキストの該当部分
に目を通してくる

8 家庭生活の営み④　　　　
食生活について　　　

食生活について理解する。
テキストの該当部分
に目を通してくる

9 家庭生活の営み⑤　　　　
住生活について　

住生活について理解する。
テキストの該当部分
に目を通してくる

10 掃除の基本 掃除の基本技術を学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

11 家事の介護①
家事支援と制度について、参加を支える介護の工
夫について学ぶ。

テキストの該当部分
に目を通してくる

12 家事の介護② 買い物・家庭経営・金銭管理の支援について学ぶ。
テキストの該当部分
に目を通してくる

13 状況・環境に応じた家事の
留意点①

それぞれの状況・環境に応じた家事の介助の留意
点について学ぶ。

特になし

14 状況・環境に応じた家事の
留意点②

それぞれの状況・環境に応じた家事の介助の留意
点について学ぶ。

特になし

15 状況・環境に応じた家事の
留意点③

それぞれの状況・環境に応じた家事の介助の留意
点について学ぶ。

特になし

16 定期試験 筆記試験
今までの復習をし
てくる

実務経験と授業科目
との関連性

訪問介護員、デイサービス相談員としての経験を活かして自立に向けた家事援助の技法
を習得できるよう講義を行う。

講義目的
家庭生活を円滑に営む上で必要な知識や技術を学び、自立に向けた家事援助の技法を習
得する。

到達目標
①家庭生活を円滑に営む上で必要な知識や技術を身につけることができる。
②自立に向けた家事援助の技法を身につけ、利用者の状態に応じた支援を行う力をつけることができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

21 家政の生活支援 2 30 必修 講義 専攻科 前期 齋藤　真木
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

前期科目「死にゆく人」
の理解と合わせて理解
しましょう。

定期試験 60

授業参加度 20 グループワークへの参加など
受講前に学習すること

課題レポート 20 課題に対する記述・文章校正
自分自身の体験・小説や映画を通じて、生と死に
ついて自分なりの考えをまとめておいてください。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２

講義・視覚教材の活用 最新・介護福祉士養
成講座

「生活支援技術Ⅱ」
（中央法規）

その都度指定する 「死」は必ず訪れるもので
す。自分のこととして理解
しましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 終末期における介護の意義
と目的

人生の最終段階にケアを行う意味、文化・社会的
意義について理解する。

シラバスを読んで
おく

2 終末期における介護の意義
と目的

終末期における尊厳の保持について理解できる
テキストの該当箇
所を読んでおく

3 終末期における本人の意志
決定支援

事前意志確認、アドバンス・ケア・プランニング
について理解できる。

テキストの該当箇
所を読んでおく

4 終末期における介護①
終末期におけるこころとからだの変化について学
ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

5 終末期における介護② 終末期における身体的支援について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

6 終末期における介護③
呼吸しやすい姿勢の保持等、呼吸困難時の介護に
ついて理解を深める。

呼吸困難について
まとめておく

7 終末期における介護④
温罨法等、安楽・疼痛の緩和のための介護につい
て理解を深める。

温罨法についてま
とめておく

8 終末期における介護⑤
終末期における心理的支援、環境調整について学
ぶ。

テキストの該当箇
所を読んでおく

9 終末期における介護⑥ 急変時の対応と多職種連携の視点について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

10 終末期における介護⑦ 臨終時のケア・死後のケアについて学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

11 終末期ケアの実際①
介護老人福祉施設における看取りについて理解す
る。

実習場面における終
末期ケアについて振
りかえっておく

12 終末期ケアの実際②
地域で暮らし続けながらの看取りについて理解す
る。

その人を中心とし
た看取り体制につ
いて考えておく

13 グリーフケア① グリーフケアとはなにかを理解する。
テキストの該当箇
所を読んでおく

14 グリーフケア② グリーフケアの実際について学ぶ。
テキストの該当箇
所を読んでおく

15 グリーフケア③ デスカンファレンスについて理解する。
テキストの該当箇
所を読んでおく

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師の実務経験を生かし、終末期における本人・家族などを含めた看取りのケアにつ
いて実践的な授業を展開する。

講義目的
人生の最終段階にある人と家族をケアするために、終末期の経過にそった支援やチーム
ケアについての知識と技術を習得する。

到達目標
終末期における本人と家族の自立や自律を尊重し、適切な生活支援技術を用いて、安全・
安楽に援助できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

22 終末期の介護 2 30 必修 講義 専攻科 後期 矢羽田　明美
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

介護福祉士国家試験受
験対象者定期試験 60 筆記試験

小テスト 20 各節ごとに実施
受講前に学習すること

授業参加度 20 意見を述べる

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２・４

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う。

最新・介護福祉士養
成講座「医療的ケア」

（中央法規）　　　　

必要時指示する 医療的ケアの経緯を理解
し、医療職との連携につい
て考えていきましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1
人間と社会（介護職の専門
的役割・倫理・医療的ケア
の制度の理解）

個人の尊厳と自立支援の重要性を理解し、医療の
倫理、介護職の専門的役割・医療的ケアの制度を
理解する

テキストを読んで
おく

2
保険医療制度とチーム医療

（保健医療に関する法律・
諸制度）

保健医療制度、介護保険制度等を理解し、医行為
の法的理解と医行為の危険性について理解する

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

3 チーム医療と介護職員との
連携

痰の吸引や経験栄養の医行為を行うにあたり医療
チームとの連携の重要性が理解できる。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

4 安全な療養生活（安全管理・
リスクマネージメント）

リスクマネジメントの必要性とヒヤリハットとの
報告が予防につながることが理解できる。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

5 安全な療養生活（医療的ケ
アの安全な実施、救急蘇生）

医療的ケアの安全な実施と救急蘇生について理解
できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

6 清潔保持と感染予防
感染管理と予防方法としての手洗いや感染予防方
法が理解できる。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

7
清潔保持と感染予防（療養
環境の清潔、消毒方法、滅
菌と消毒）

療養環境の清潔保持方法が理解できる。消毒や滅
菌の方法と使用上の留意点が理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

8 健康状態の把握（バイタル
サイン等）

バイタルサインの測定方法が理解でき、急変時の
観察と対応について理解する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：前回の授業
　　　の復習

9 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
医療的ケア実施の基礎として、制度の概要及び個人の尊厳と自立、関連する感染予防、安全と管理体制

等を理解する。

到達目標
１．介護職の医療的ケア実施の導入の経緯、制度等を理解できる。
２．安全な療養生活ができるように、個人の尊厳を守り感染予防等の医療的ケアの基礎知識を理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

23 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅰ

1 15 選択 講義 専攻科 前期 矢羽田　明美
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

医療的ケアを必要とす
る生活支援技術Ⅰが履
修できていること

定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う。

最新・介護福祉士養
成講座「医療的ケア」

（中央法規）　　　　

その都度指示する 医療的ケアの必要な知識の
習得と、利用者の気持ちを
考えることで、予防的ケア
にも目を向けて学習できる
ようにしましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論①

喀痰吸引に関する呼吸のしくみとはたらき、いつ
もと違う呼吸等について

テキストを読んで
おく

2 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論②

喀痰吸引に関する喀痰吸引とは、感染予防等につ
いて

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論③

喀痰吸引に関する吸引をうける利用者家族の気持
ちと対応

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論④

喀痰吸引に関する人工呼吸器と吸引、子どもの吸
引について

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑤

喀痰吸引に関する生じる危険・事故発生時の対応
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑥

喀痰吸引に関する急変・事故発生時の対応
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑦

喀痰吸引に関する吸引を予防するケア
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引概論⑧

喀痰吸引に関する吸引を予防するケア
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

9 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論①

経管栄養に関する人体のしくみ、消化器症状等に
ついて

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論②

経管栄養に関する経管栄養とは、注入内容につい
て

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論③

経管栄養に関する実施上の留意点、子どもの経管
栄養等について

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論④

経管栄養に関する利用者の気持ちと家族の対応等
について

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論⑤

経管栄養に関する生じる危険・事前対策等につい
て

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論⑥

経管栄養に関する急変・事故発生時の対応等につ
いて

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15 高齢者および障害児・者の
経管栄養概論⑦

経管栄養にならないための予防ケアについて
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
医療的ケアにおいて、喀痰吸引・経管栄養の知識を深め、予防的ケアや喀痰吸引・経管
栄養の適切なケアの必要性を学習する。

到達目標
１．喀痰吸引の根拠に基づく知識を深め、予防的ケアや適切なケア方法が理解できる。
２．経管栄養の根拠に基づく知識を深め、適切なケア方法が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

24 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅱ

2 30 選択 講義 専攻科 前期 矢羽田　明美



－120－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限

医療的ケアを必要とする生
活支援技術Ⅰ・Ⅱが習得し
ていること

定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

医療的ケアを必要とする生活支援技術Ⅰ・Ⅱ
の復習

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う。

・最新・介護福祉士
養成講座「医療的ケ
ア」（中央法規）

・長野県喀痰吸引等
研修　演習マニュ
アル

なし 医療的ケアを必要とする利
用者の気持ちになって、適
切な技術を習得しましょ
う。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引

喀痰吸引の必要な知識の復習
テキストを読んで
おく

2 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて理解できる。
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、口と鼻からの
吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、口と鼻からの
吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、口と鼻からの
吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、気管カニュー
レ内の吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、気管カニュー
レ内の吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 高齢者および障害児・者の
喀痰吸引手順解説

喀痰吸引実施手順を根拠も含めて、気管カニュー
レ内の吸引方法が理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

9 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養に必要な知識の復習
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、胃ろう注入方
法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、胃ろう注入方
法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15 高齢者および障害児・者の
経管栄養手順解説

経管栄養実施手順を根拠も含めて、経鼻経管栄養
の注入方法について理解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験
試験に向けた準備
をしてくる

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、医療的ケアの感染予防や呼吸及び栄養管理について
実践的な授業を展開する。

講義目的
医療的ケアにおいて、喀痰吸引・経管栄養の根拠ある知識を深め、喀痰吸引・経管栄養
の安全なケア手順の必要性を学習する。

到達目標
１．喀痰吸引の根拠のある知識を基に、安全な実施手順が理解できる。
２．経管栄養の根拠のある知識を基に、安全な実施手順が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

25 医療的ケアを必要とす
る生活支援Ⅲ

2 30 選択 講義 専攻科 後期 矢羽田　明美



－121－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日２時限 なし中間評価 50

定期試験 50
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２・３

プリント・資料等を活用した授業を行う。
時折、テキストを活用してアセスメント
や介護計画の実際を確認する（テキスト
使用時は事前に連絡する）。ほぼ毎回、
授業の冒頭で、前回の授業内容を復習す
るための小テストを行う。

最新介護福祉士全書
7「介護過程」（メヂ
カルフレンド社）

なし 多様な視点・知識・技術が必
要となる介護過程の基本を学
びます。介護福祉士の実践を
支える核となる介護過程につ
いて積極的に学んでほしいと
思います。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護過程を学ぶ意味
オリエンテーションを行い、「介護過程」を学ぶ
必要性と科目の位置づけを理解する。

シラバスを読んで
おく。

2 介護過程における基本的視
点

介護過程の意味・目的・必要性を理解する。
前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

3 介護過程の展開における全
体像

介護過程がアセスメント→介護計画の作成→介護計画
の実施→評価の順に展開されることを理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

4 アセスメントの中身の意味
アセスメントが情報収集→情報の整理・統合・解釈→
生活課題の見出しの順位展開されることを理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

5 情報収集の際に求められる
姿勢・態度・注意点

「バイスティックの 7 原則」を踏まえた上で、情報収
集する際の姿勢・態度および注意点を確認する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

6 ＩＣＦ（国際生活機能分類）の
意味とアセスメントとの関係

アセスメント（情報収集→情報の整理・統合・解釈
→生活課題の見出し）で活用するＩＣＦ（国際生活
機能分類）の意味と重要性を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

7 ＩＣＩＤＨ（国際障害分類）からＩＣＦ
（国際生活機能分類）への移行

ＩＣＩＤＨ（国際障害分類）からＩＣＦ（国際生活
機能分類）に移行した経緯を知る中で、総合的・全
体的な視点からアセスメントする必要性を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

8 中間評価―介護過程とアセス
メントとＩＣＦに関する復習

中間評価として介護過程とアセスメントとＩＣＦに関
する問題を解き、自らの知識の定着度を確認する。そ
の上で教員による解説を受け、知識の定着度を高める。

小テストを中心に
復習し、中間評価
に備える。

9 ＩＣＦ（国際生活機能分類）
における各構成要素の内容

ＩＣＦを構成する「健康状態」「心身機能・身体構造」「活
動」「参加」「個人因子」「環境因子」の内容を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

10 ＩＣＦ（国際生活機能分類）
における各構成要素の内容

ＩＣＦを構成する「健康状態」「心身機能・身体構造」「活
動」「参加」「個人因子」「環境因子」の内容を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

11 情報の整理・統合・解釈の
方法

生活課題を見出すための情報の整理・統合・解釈
の方法を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

12 生活課題の意味と記載方法
生活課題の意味とその記載についての方法と注意
点を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

13 介護計画の意味・考え方と
その内容

介護計画の意味・考え方を学んだ上で、介護計画を
構成する内容（総合的な支援方針、長期目標、短期
目標、具体的な支援内容・方法）を理解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

14 介護計画の記載方法
介護計画についてその記載方法と注意点を理解す
る。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

15 評価（モニタリングを含む）
の意味と必要性

評価（モニタリングを含む）の意味と必要性を理
解する。

前 回 の 復 習 を し、
小テストに備える。

16 定期試験 筆記試験
定 期 試 験 に 備 え
る。

実務経験と授業科目
との関連性

介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員、福祉住環境コーディネーター２級の資格を所持している。これらの資格に加え、
介護老人保健施設での勤務経験を活かし、介護過程を展開する上で必要となる基本的な知識と方法について講義を行う。

講義目的
本授業では、介護過程の意義・目的・目標および展開方法を学んでいきます。その際、ＩＣＦ（国
際生活機能分類）の視点を活用した介護過程の展開についても学んでいきます。

到達目標
1．介護過程の意義・目的・目標が理解できる。
2．介護過程の展開方法が理解できる。
3．ICF（国際生活機能分類）と介護過程の関連を理解できる。　　

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

26 介護過程総論 2 30 必修 講義 専攻科 前期 福田　明



－122－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
水曜日５時限

原則として「介護過程総
論」の履修が必要です。課題 / レポート内容・提出 30

授業への参加状況 20 事例に基づく介護過程の展開への取り組み状況
受講前に学習すること

小テスト 50
特に「介護過程総論」での学びを復習してお
いてください。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３

プリント・資料等を活用する。学生に課
題（宿題）を課し、それを教員が添削し
解説するという流れで授業を行う。時折、
テキストを活用してアセスメントや介護
計画の実際を確認する（テキスト使用時
は事前に連絡する）。

最新介護福祉士全書
7「介護過程」

（メヂカルフレンド社）

なし 多様な視点・知識・技術が必
要となる介護過程の基本を学
びます。介護福祉士の実践を
支える核となる介護過程につ
いて積極的に学んでほしいと
思います。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護過程の復習
介護過程の意味・目的・展開方法および記載する
際の注意事項を復習する。

シラバスを読んで
おく。

2 介護過程に関する記録
介護過程に関する記録物とその中身について、過
去の先輩が記載した例に基づき学ぶ。

配布した先輩の介
護過程の記録を読
んでおく

3 アセスメントにおける情報
収集とその記載方法①

アセスメントに関する記録のうち、「受け持ち利用者
の基本情報」の内容と記載方法について理解する。

前 回 の 復 習 を す
る。

4 アセスメントにおける情報
収集とその記載方法②

アセスメントに関する記録のうち、家族構成図である
「ジェノグラム」の内容と記載方法について理解する。

前 回 の 復 習 を す
る。

5 アセスメントにおける情報
収集とその記載方法③

アセスメントに関する記録のうち、「アセスメント
シートＮｏ 1 ～ 3」の内容と記載方法について理解す
る。

前 回 の 復 習 を す
る。

6 アセスメントにおける情報の
整理・統合・解釈と生活課題①

例題 1 に基づき、アセスメントにおける情報の整理・
統合・解釈の方法と生活課題の見出し方を演習を通
して理解する。

前 回 の 復 習 を す
る。

7 アセスメントにおける情報の
整理・統合・解釈と生活課題②

例題 2 に基づき、アセスメントにおける情報の整理・
統合・解釈の方法と生活課題の見出し方を演習を通
して理解する。

例題 2 に基づくア
セスメントの課題
提出

8 アセスメントの記載方法の
まとめ

アセスメントの記載方法の復習を行うとともに、複数
ある生活課題の中から介護計画につながるための優先
順位をどのように決めるか、その視点を明らかにする。

前 回 の 復 習 を す
る。

9 介護計画の中身と作成方法
生活課題を解決・緩和するための長期目標、長期目標につ
なげる短期目標、短期目標を達成するための具体的な支援
内容・方法であることを理解し、実際に作成する。

前 回 の 復 習 を す
る。

10 評価の中身と作成方法
評価の視点と内容を理解するとともに、評価の記
載方法を理解する。

前 回 の 復 習 を す
る。

11 事例に基づく介護過程の展
開

事例の読み合わせを行い、「基本情報」「アセスメ
ントシートＮｏ１～３」に必要な情報を書き込む。

前回の授業の復習
（場合によっては課
題に取り組む）

12 事例に基づく介護過程の展
開

「基本情報」「アセスメントシートＮｏ１～３」に必要
な情報を書き込み、情報の整理・統合・解釈を行う。

前回の授業の復習
（場合によっては課
題に取り組む）

13 事例に基づく介護過程の展
開

情報の整理・統合・解釈を行い、生活課題を見出す。
前回の授業の復習

（場合によっては課
題に取り組む）

14 事例に基づく介護過程の展
開

見出した生活課題を確認し、介護計画の方向性を
検討する。

前回の授業の復習
（場合によっては課
題に取り組む）

15 事例に基づく介護過程の展
開

見出した生活課題に対して、介護計画を作成する。
事例のアセスメントを
行い、介護計画を作成で
きるよう準備しておく。

16

実務経験と授業科目
との関連性

看護師として病院での勤務経験を活かし、事例を通して介護過程を展開することで介護
過程の必要性とその方法を学べるよう講義・演習を行う。

講義目的
本授業では、事例を用いて介護過程を展開することで、主としてアセスメント（情報収集→情報の整理・統合・解釈→生活
課題の見出し）と介護計画の作成（総合的な支援方針、長期目標、短期目標、具体的な支援内容・方法）の仕方を学んでい
きます。その際、主として運動機能障がいのある人への介護過程を考え・展開していきます。

到達目標
１．介護過程を実際に展開することができる。
２．運動機能障害における介護過程の実践的展開ができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

27 介護過程展開論Ⅰ 1 30 必修 演習 専攻科 前期 花野　希久美



－123－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
水曜日５時限

原則として「介護過程
総論」「介護過程展開論
Ⅰ」の履修が必要です。

課題 / レポート提出 30

授業への参加状況 70
事例に基づく介護過程の展開への
取り組み状況

受講前に学習すること

特に「介護過程総論」「介護過程展開論Ⅰ」で
の学びを復習しておいてください。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３

プリント・資料等を活用する。事
例に基づき、個人ワークあるいは
グループワークを取り入れる。時
折、課題を課す。

最新介護福祉士全書
7「介護過程」（メヂ
カルフレンド社）

なし 多様な視点・知識・技術が必
要となる介護過程の展開方法
を学びます。介護福祉士の実
践を支える核となる介護過程
について積極的に学んでほし
いと思います。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 感覚機能障害のある人の基本的
理解①（味覚・嗅覚・触覚障害）

感覚機能障がいのある人について、その疾病や症
状、そこから派生する生活のしづらさを中心に基
本的な知識を確認する。

シラバスを読んで
おく。

2 感覚機能障がいのある人の基
本的理解②（聴覚・言語障害）

前回の授業内容の
復習をしておく。

3 感覚機能障がいのある人の
基本的理解③（視覚障害）

前回の授業内容の
復習をしておく。

4 感覚機能障害の体験とその
支援①（ガイドヘルプ）

ガイドヘルプやコミュニケーションノートづくり
等を通して、感覚機能障害のある人への生活支援
には、さまざまな方法があることを知る。また、
体験を通して学び得たことを介護計画に反映でき
るよう、具体的に支援内容・方法を記載する方法
を学ぶ。

前回の授業内容の
復習をしておく。

5
感覚機能障がいの体験とそ
の支援②（「聞こえない人」
の体験とコミュニケーショ
ンノートづくり）

前回の授業内容の
復習をしておく。

6 前回の授業内容の
復習をしておく。

7
コミュニケーショ
ンノートの発表準
備をしておく。

8

感覚機能障害のある人への
介護計画の視点と作成方法

感覚機能障害のある人の思いや状態・状況等に応
じたアセスメントとそれに基づいた介護計画の作
成方法について学ぶ。

介護過程を復習し
ておく。

9 介護過程を復習し
ておく。

10 介護過程を復習し
ておく。

11

事例に基づいた介護過程の
展開
事例の紹介→アセスメント
→介護計画の作成および評
価の視点と方法

ペーパー事例を用いて、アセスメント（情報収集
→情報の整理・統合→情報の解釈→生活課題の見
出し）から介護計画の作成まで行える力を養う。
また、評価の視点とその方法も学ぶ。

課題が出された時
には、次回までに
必ず行ってくる。

12
課題が出された時
には、次回までに
必ず行ってくる。

13
課題が出された時
には、次回までに
必ず行ってくる。

14
課題が出された時
には、次回までに
必ず行ってくる。

15 生活課題に基づき介護計画を作成する。
事例のアセスメントを
行い、介護計画を作成で
きるよう準備しておく。

16

実務経験と授業科目
との関連性

看護師として病院での勤務経験を活かし、事例を通して介護過程を展開することで介護
過程の必要性とその方法を学べるよう講義・演習を行う。

講義目的
本授業では、感覚機能障害（視覚障害、聴覚言語障害等）のある人への介護過程を考え、展開していきます。その前提として、
まず感覚機能障害のある人の生活のしづらさを考え・学びます。その上で、それらの生活課題の解決・緩和に向けた介護計
画の必要性とその展開方法について学んでいきます。

到達目標
１．感覚機能障害のある人の自立した生活・望ましい生活について考えることができる。
２．感覚機能障害のある人への介護過程を展開し、その人の生活課題に応じた介護計画を作成することができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

28 介護過程展開論Ⅱ 1 30 必修 演習 専攻科 後期 花野　希久美



－124－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
水曜日５時限

原則として「介護過程総
論」の履修が必要です。課題 / レポート提出 40

授業への参加状況 60 介護過程の展開への取り組み状況
受講前に学習すること

特に「介護過程総論」「介護過程展開論Ⅰ・Ⅱ」
での学びを復習しておいてください。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３

基本的に毎回、プリント・資料等
を活用した授業を行う。
事例に基づき、個人ワークあるい
はグループワークを取り入れる。
時折、課題（宿題）を課す。

なし なし 介護は多くの人が関わります。し
かし、１人ひとりがバラバラな介
護を行っていては意味がありませ
ん。「独りよがりな介護」をしな
いためにも、介護過程は重要です。
しっかり学んでください。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 認知症のある人とその生活
に関する理解

認知症の主な種類（アルツハイマー型認知症、血管
性認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症）
とそれらの特徴を理解する。

シラバスの確認

2
回想法とその理解

認知症の人への支援として行われる回想法につい
て、その内容と方法を理解する。

前回の授業内容の
復習

3 2 人 1 組（利用者役と介護福祉士役）となり、回
想法を実際に体験してみる。

前回の授業内容の
復習

4

認知症のある人への介護計
画についての検討

認知症の種類別にみた介護計画の視点とその方法
について理解する。

前回の授業内容の
復習

5 前回の授業内容の
復習

6 前回の授業内容の
復習

7
事例に基づく認知症のある
人への介護過程の展開

認知症のある人への介護過程とその視点・方法を
事例を通して理解する。

前回の授業内容の
復習

8 前回の授業内容の
復習

9
精神障害のある人の理解と
介護過程

医（衣）・食（職）・住＋仲間という視点から精神
障害のある人の生活と支援の必要性を学ぶ。

前回の授業内容の
復習

10 前回の授業内容の
復習

11

運動機能障害のある人、感
覚機能障害のある人、認知
症のある人、精神障害のあ
る人に対する介護過程のま
とめと復習

運動機能障害のある人、感覚機能障害のある人、
認知症のある人、精神障害のある人についてＩＣ
Ｆ（生活機能分類）により理解を深めるとともに、
それぞれの人に対する介護過程を復習していく。
また、解説を行う中で、介護過程に関する知識の
定着を図る。

その都度、指示す
る。

12 その都度、指示す
る。

13 その都度、指示す
る。

14 その都度、指示す
る。

15 まとめ―介護過程の理解と
その展開

介護過程の理解とその展開方法について最終的な
確認を行うとともに、それらについて解説する。

介護過程を復習し
ておく。

16

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての臨床経験を活かし、事例を通して介護過程を展開することでアセスメン
トや介護計画の作成の方法を学べるよう演習方式で授業を行う。

講義目的
本授業では、認知症（アルツハイマー型認知症、血管性認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症等）のある人や精神障
害のあるへの介護過程を考え・展開していきます。その前提として、まず認知症のある人や精神障害のある人の生活のしづらさ
を考え・学びます。その上で、それらの生活課題の解決・緩和に向けた介護計画の必要性とその展開方法について学んでいきます。

到達目標
１．認知症や精神障害のある人の介護過程を展開できる。
２．介護過程を展開する中で、その人の自立した生活と支援のあり方について考えることができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

29 介護過程展開論Ⅲ 1 30 必修 演習 専攻科 後期 花野　希久美



－125－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
木曜日２時限 なし課題レポート 60

提出物 40 2 回
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３・５

資料、プリントを使用し、問題を
提示しながら講義する。

なし　　 なし 介護の現場で必要な知識で
すのでしっかりと学びま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 居宅での生活の意味と位置
づけ

介護保険・障害者福祉のサービスの理念と居宅で
の生活の意味を理解する

シラバスを読んで
学習内容を理解し
ておく

2 居宅サービス計画と個別援
助計画の位置づけ

居宅サービス計画と個別援助計画の位置づけを理
解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

3 ケアマネジメントの理解
ケアマネジメントの流れとしくみについて理解す
る

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

4 ニーズのとらえ方と対人援
助の基本原則

ニーズのとらえ方とバイスティックの７原則につ
いて復習する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

5 障害者サービス等利用計画
と相談支援事業

障害者総合支援法におけるサービス等利用計画の
立案と相談支援事業について理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

6 障害者サービス等利用計画
と相談支援事業

障害者総合支援法におけるサービス等利用計画の
立案と相談支援事業について理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

7 ケアマネージャーの仕事の
流れと多職種との連携

ケアマネージャーの仕事の流れと多職種との連携
について理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

8 居宅サービス計画実施にお
けるチームアプローチ

他職種との連携、サービス担当者会議の目的と実
際を理解する。

テキストの該当箇
所を読んで理解し
ておく

9 居宅サービス計画の立案
事例を理解し、居宅サービス計画立案の実際につ
いて理解する。

自分の考えをまと
めておく

10 介護過程におけるチームア
プローチ

他職種との連携、ケースカンファレンの目的と実
際を理解する。

自分の考えをまと
めておく

11 訪問介護計画の立案 事例を理解し、訪問介護計画の実際を理解する。
課題の内容につい
て調べておく

12 通所介護計画の立案 事例を理解し、通所介護計画の実際を理解する。
課題の内容につい
て調べておく

13 介護実践における連携
地域連携

ボランティアや地域住民のインフォーマルサポー
トの機能と役割について知り連携について考える。

自分の考えをまと
めておく

14
介護実践における連携
地域包括支援センターの機能
と役割

地域包括支援センターの機能と役割を理解し、地
域包括ケアのあり方を考える。

自分の考えをまと
めておく

15 まとめ
学習したことを課題レポートにまとめることが出
来る。

これまでに学習し
たことを整理し復
習しておく

16

実務経験と授業科目
との関連性

地域福祉活動コーディネーターの経験を活かし、介護を必要とする人の居宅における生
活を支援するしくみと地域連携についての講義を行う。

講義目的 居宅における生活支援のための計画策定のしくみについて理解し、現場での他職種連携
の方法について理解できる。　　

到達目標
①介護保険制度における居宅サービス計画と個別援助計画の位置づけを説明できる。
②居宅サービス計画立案におけるケアマネジメントの流れと多職種連携の実際について説明できる。　

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

30 居宅サービス展開論 1 30 必修 演習 専攻科 後期 合津　千香



－126－

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 介護導入実習の実習課題の
明確化

介護導入実習の概要と実習課題を理解する。
実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

2 実習施設の概要と利用者の
生活の理解

実習施設の特徴・役割と介護現場での観察の視点
が理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

3 
実習オリエンテーション

（実習記録の書き方と諸注
意）

実習の目的を再認識し、記録の書き方や留意点が
理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

4 実習報告会資料作り 実習した内容をまとめることができる。
実習記録の必要箇
所をコピーしてお
く。

5 実習報告会 実習での学びを発表し、共有することが出来る。
発表資料を印刷し、
時間内で発表でき
るようにしておく。

6 プロセスレコードの書き方
と考察の視点

プロセスレコードから関わりの振り返りができる
ようになる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

7 実習施設の概要と利用者の
生活の理解

実習施設の特徴・役割と介護現場での観察の視点
が理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

8 実習施設の概要と利用者の
生活の理解

実習施設の特徴・役割と介護現場での観察の視点
が理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

9
実習オリエンテーション

（実習記録の書き方と諸注
意）

実習の目的を再認識し、記録の書き方や留意点が
理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

10 実習報告会資料作り 実習した内容をまとめることができる。
実習記録の必要箇
所をコピーしてお
く。

11 実習報告会 実習での学びを発表し、共有することが出来る。
発表資料を印刷し、
時間内で発表でき
るようにしておく。

12 介護基礎実習の実習課題の
明確化

介護基礎実習の概要と実習課題を理解する。
実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

13 実習施設の概要と利用者の
生活の理解

実習施設の特徴・役割と介護現場での観察の視点
が理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

14
実習オリエンテーション

（実習記録の書き方と諸注
意）

実習の目的を再認識し、記録の書き方や留意点が
理解できる。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

15 ラベルワークの理解 ラベルワークの方法を理解する。
実習記録の必要箇
所をコピーしてお
く。

16 実習報告会資料作り 実習した内容をまとめることができる。
実習記録の必要箇
所をコピーしてお
く。

実務経験と授業科目
との関連性

デイサービスでの介護福祉士としての勤務経験を活かし、実習準備と事例研究の方法に
ついて指導する。

講義目的 実習の意義を理解し、学内で学んだ知識・技術・態度を統合して、具体的な援助につな
げていく力をつけることを目的とする。

到達目標
①各実習の目的・目標を理解して実習に臨むことができる。
②実習後のまとめを行うことにより、自分の介護観を育むことができる。
③事例研究をとおして研究方法や発表の技術を習得する。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

31 介護総合演習 2 60 必修 演習 専攻科 通年 原田　春海



－127－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
授業終了後 なし提出物 10

実習報告会 30
受講前に学習すること

事例研究発表会 60

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

３

実習の事前事後学習を演習として
行う。

なし 実習要項 段階ごとの実習が学び多い
ものになるように、ひとつ
ひとつ努力していきましょ
う。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

17 実習報告会 実習での学びを発表し、共有することが出来る。
発表資料を印刷し、
時間内で発表でき
るようにしておく。

18 総合実習オリエンテーショ
ンと実習施設の理解

介護総合実習の概要を理解し、実習する施設の概
要を調べることが出来る。

実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

19 総合実習の課題の明確化 介護総合実習の課題を明確化する。
実習要項の該当箇
所を読んで理解し
ておく。

20 実習におけるアクティビ
ティサービスの計画立案

アクティビティサービスの計画立案ができる。
利用者にあったア
クティビティを考
えておく。

21 実習におけるアクティビ
ティサービスの準備

アクティビティサービスの準備ができる。
利用者にあったア
クティビティを考
えておく。

22 実習計画の立案
実習課題を理解し、実習計画を立案することが出
来る。

自分の実習目標を
確認しておく。

23 介護過程関係記録の書き方 介護過程の記録類の書き方を理解する。
介護過程の資料を
復習しておく。

24 事例研究のまとめ方
事例のまとめ方を理解し、実習課題を明らかにし
て実習に臨むことが出来る。

参考資料を読んで
理解しておく。

25 事例研究のまとめ
総合実習での事例を研究としてまとめることが出
来る。

実習記録をまとめ
ておく。

26 事例研究のまとめ
総合実習での事例を研究としてまとめることが出
来る。

実習記録の必要箇
所をコピーしてお
く。

27 事例研究のまとめ
総合実習での事例を研究としてまとめることが出
来る。

指導を受け、文献
学習をすすめる。

28 事例研究発表会の準備 時間内に発表するように準備出来る。
発表資料の準備を
しておく。

29

事例研究発表会 実習での学びを発表し、共有することが出来る。
時間内に発表でき
るように準備して
おく。

30

31



－128－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準 各教員のオフィスア
ワーを確認すること

介護総合演習に出席し
ていること実習目標 75

基本的態度 25 記録 積極性 計画性 責任感 実習態度
受講前に学習すること

介護総合演習の課題にそって実習準備をすす
めておく

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２

実習指導者の指導のもと、実習目
的・目標に掲げた内容が到達でき
るように、利用者に関わり実習す
る。実習記録を書き、毎日提出する。

実習要項 なし 初めての実習で、緊張する
と思いますが、自分から利
用者・職員に声をかけま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

＜本日の主題＞
　１）事業所・施設の特徴や介護内容を理解できる。
　２）利用者と関わることができる。
　３）それぞれの利用者がどのような過ごし方をしているか知ることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜授業（実習）概要＞
　実習期間
　2020 年 5 月 21 日～ 5 月 22 日　6 月 24 日～ 6 月 25 日　6 月 30 日～ 7 月 1 日　合計 6 日間

　実習場所
　通所介護事業所・通所リハビリテーション・障害者関連施設・訪問介護事業所・グループホームのうち 3 か
　所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　実習内容　
　・オリエンテーション等をもとに、施設・事業所の概要を調べて、施設概要記録に記入する。
　・行われている介護の内容を見学し、介護職の役割を理解する。
　・利用者との接し方を学び、積極的に関わる。
　・事業所・施設の中で、利用者がどのように過ごしているのかを知る。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

＜事前・事後学修＞ 
　・次の日の目標を立てる。
　・行動記録を毎日書き、提出する。
　・事業所・施設内での利用者の生活環境を観察し、生活環境観察シートに記入する。
　・実習終了後、自己評価を行い、実習記録を完成させ提出する。

＜担当教員＞
　巡回担当教員が、実習中に１回巡回指導を行う。　

実務経験と授業科目
との関連性

科目担当教員が下記の勤務経験を活かし、介護現場と利用者理解について実習指導を行う。
合津：社会福祉士（地域福祉活動コーディネーター）　丸山：看護師（病院勤務）　福田：介護福祉士（施設勤務等）　
齋藤：介護福祉士（訪問介護員等）　吉藤：介護福祉士（施設勤務等）　花野：看護師（病院勤務）

講義目的
⑴介護福祉現場に触れ、介護の仕事の内容を理解する。
⑵温かいこころと関心をもって利用者との関わり方を学ぶ。 
⑶さまざまな介護サービスによって利用者のその人らしい生活が支えられていることを理解する。

到達目標
⑴介護福祉現場に触れ、介護の仕事の内容を理解できる。
⑵温かいこころと関心をもって利用者との関わり方を学ぶことができる。 
⑶さまざまな介護サービスによって利用者のその人らしい生活が支えられていることを理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

32 介護導入実習 1 45 必修 実習 専攻科 前期
合津・丸山・福田
齋藤・吉藤・花野



－129－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準 各教員のオフィスア
ワーを確認すること

介護総合演習に出席し
ていること実習目標 80

基本的態度 20 記録 積極性 計画性 責任感 実習態度
受講前に学習すること

介護総合演習の課題にそって実習準備をすす
めておく。

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２

実習指導者の指導のもと、実習目
的・目標に掲げた内容が到達でき
るように、利用者と関わり実習す
る。実習記録を書き、毎日提出する。

実習要項 なし 初めての入所型の介護施設
での実習になります。授業
との統合ができるように積
極的に取り組みましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

＜本日の主題＞
　１）施設の介護方針および施設環境、生活状況を把握できる。
　２）積極的に利用者と関わることができる。
　３）安全で身体状況に合わせた生活支援が理解できる。
　４）利用者の生活環境を知り、思いに気づくことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜授業（実習）概要＞
　実習期間　
　2020 年 8 月 24 日～ 8 月 29 日　6 日間

　実習場所
　介護老人福祉施設・介護老人保健施設のいずれか 1 施設　

　実習内容　
　・オリエンテーション等をもとに、施設・事業所の概要を調べて、施設概要記録に記入する。
　・利用者と積極的に関わり、利用者とコミュニケーションをとる。
　・指導のもとで、安全でその人に合った生活支援の方法について学ぶ。
　・利用者の生活環境を把握し、「その人らしい生活」について考える。

＜事前・事後学修＞　
　・次の日の目標を立てる
　・行動記録を毎日書き、提出する。
　・１人の利用者との関わりを振り返り、プロセスレコードに記入する。
　・生活環境観察シートに記録する。
　・実習終了後自己評価を行い、実習記録を完成させ提出する。

＜担当教員＞　
　巡回担当教員が実習中１回巡回指導を行う。

実務経験と授業科目
との関連性

科目担当教員が下記の勤務経験を活かし、生活支援のための基本的な知識・技術について実習指導を行う。
合津：社会福祉士（地域福祉活動コーディネーター）　丸山：看護師（病院勤務）　福田：介護福祉士（施設勤務等）　
齋藤：介護福祉士（訪問介護員等）　吉藤：介護福祉士（施設勤務等）　花野：看護師（病院勤務）

講義目的
⑴高齢者及び障がい者の施設での介護の概要について理解する。
⑵生活支援技術の活用をとおして利用者本位の生活支援の意味を理解する。
⑶利用者の生活環境や個別性を理解し、その人らしいより良い生活を理解する。

到達目標
⑴高齢者及び障がい者の施設での介護の概要について理解できる。
⑵生活支援技術の活用を通じて、利用者本位の生活支援の意味を理解できる。
⑶利用者の生活環境と個別性を理解し、その人らしいより良い生活を理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

33 介護基礎実習 1 45 選択 実習 専攻科 前期
合津・丸山・福田
齋藤・吉藤・花野



－130－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準 各教員のオフィスア
ワーを確認すること

介護基礎実習の単位を
取得していること実習目標 75

基本的態度 25 記録、積極性、計画性、責任感、実習態度
受講前に学習すること

介護総合演習の課題にそって実習準備をすす
めておく

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２

実習指導者の指導のもと、実習目
的・目標に掲げた内容が到達でき
るように、利用者に関わり実習す
る。実習記録を書き、毎日提出する。

実習要項 なし 今までの学びが統合できる
ように積極的に取り組みま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

＜本日の主題＞
１）施設の理解をし、事前に実習計画を立てて主体的に実習ができる。
２）利用者と良好な人間関係を形成することができる。
３）利用者が望む生活に向けて介護過程に基づいた生活支援を行うことができる。　　
４）安全で身体状況に合わせた生活支援を指導者の見守りの下で、２人以上できる。　
５）生活の活性化や維持拡大のためのアクティビティ・サービスを考えることができる。
６）利用者本位のサービスを提供するため他職種とのチームケアの必要性や地域社会における施設の役割を

理解できる。
７）地域で生活するという視点で利用者を理解する。
８）地域における社会資源として施設の役割を理解する。

＜授業（実習）概要＞
　実習期間
　2020 年 9 月 3 日～ 9 月 25 日　17 日間

　実習場所
　老人福祉施設・介護老人保健施設のいずれか１施設　

　実習内容
　・実習計画のもと、毎日の目標を立てて実習を行う。
　・指導のもと、生活支援技術を実践する。
　・１人の利用者を受け持ち、利用者の望む生活にむけて介護過程に基づいて介護計画を立案し、実施する。

＜事前・事後学修＞
　・次の日の目標を立てる。
　・行動記録を毎日書き、提出する。
　・介護過程のシートに記録をする。
　・実習終了後、自己評価を行い、実習記録を完成させ提出する。

＜担当教員＞
　巡回担当教員が、週に１回巡回指導を行う。

実務経験と授業科目
との関連性

科目担当教員が下記の勤務経験を活かし、生活支援のための基本的な知識・技術、介護過程の展開について実習指導を行う。
合津：社会福祉士（地域福祉活動コーディネーター）　丸山：看護師（病院勤務）　福田：介護福祉士（施設勤務等）　
齋藤：介護福祉士（訪問介護員等）　吉藤：介護福祉士（施設勤務等）　花野：看護師（病院勤務）

講義目的
⑴介護過程を展開し、利用者の望む生活支援を総合的に考える。⑵利用者の個別理解を深め、適切な生活支援を実施する。
⑶利用者本位のサービスを提供するため多職種とのチームケアの必要性を理解する。
⑷利用者の生活を地域との関わりから考え、地域社会における施設の役割を理解する。

到達目標
⑴介護過程を展開し、利用者の望む生活支援が総合的に考えられる。
⑵利用者の個別理解を深め、適切な生活支援を実施できる。
⑶利用者本位のサービスを提供するため多職種とのチームケアの必要性や地域社会における施設の役割を理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

34 介護総合実習 4 135 必修 実習 専攻科 前期
合津・丸山・福田
齋藤・吉藤・花野



－131－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
水曜日５時限 なし定期試験 60

小テスト 30
受講前に学習すること

授業への参加態度・提
出課題

10
積極性・協調性・協力性等を総合
的に評価 なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。
毎回の小テストで知識の習得の確
認を行う

最新・介護福祉士養
成講座「発達と老化
の理解」（中央法規）

なし 幼児保育で学習した子ども
の成長・発達に加え、高齢
者までの発達・老化と疾病
など知識を広げる学修をし
ましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 人間の成長と発達の基礎的理
解、発達理論とその歴史的展開

成長と発達の考え方と原則を踏まえた、ライフサイクルと
発達課題、エリクソン、ハヴィガースト、ピアジェ等他の
発達理論等、ライフサイクルと発達課題等の理解

シラバスを読んで
くる

2 ライフサイクルのなかの胎
児・乳児期

胎児・乳児期の発達より、身体的・心理的・社会的
特徴と発達段階・特徴的な疾病について理解する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

3 ライフサイクルのなかの学
童・青年期

学童・青年期の発達より、身体的・心理的・社会的
特徴と発達段階・特徴的な疾病について理解する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

4 ライフサイクルのなかの成
人期

成人期の成長と発達より、身体的・心理的・社会的特
徴と発達段階・特徴的な的な疾病について理解する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

5 ライフサイクルのなかの老
年期

老年期の定義、老化学説、老年期の発達課題を理解
する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

6 老化に伴うこころの変化と
生活①

老化が及ぼす心理的影響や社会的影響と生活、価値
観・精神的健康、不眠障害発達課題などについて理
解する

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

7 老化に伴うこころの変化と
生活②

記憶と認知の機能の変化と日常生活、精神疾患、
介護保険の特定疾病等について理解する。

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

8 老化に伴うからだの変化①
老化に伴う脳・神経系、骨格・筋肉系、の変化と
日常生活への影響について理解する

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

9 老化に伴うからだの変化②
老化に伴う血液・循環系、呼吸器系・消化器系の
変化と日常生活への影響について理解する

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

10 老化に伴うからだの変化③
老化に伴う腎・泌尿器系、皮膚・感覚器系、生殖系・
内分泌系、皮膚・感覚器系の変化と日常生活への影
響について理解する

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

11 高齢者に多い疾病の特徴①
骨格・筋肉系、血液・循環系の疾病と日常生活上
の留意点について理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

12 高齢者に多い疾病の特徴②
呼吸器系・消化器系の疾病と日常生活上の留意点
について理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

13 高齢者に多い疾病の特徴③
腎・泌尿器系、皮膚・感覚器系の疾病と日常生活
上の留意点について理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

14 高齢者に多い疾病の特徴④
内分泌・代謝系、免疫系・悪性新生物の疾病と日
常生活上の留意点について理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

15 高齢者に多い疾病の特徴⑤
保健医療職との連携

歯・口腔疾患・感染症、その他の疾病と日常生活上
の留意点、保険医療職との連携について理解できる

事前：テキストを
　　　読んでおく
事後：授業の復習

16 定期試験 筆記試験 今までの復習

実務経験と授業科目
との関連性

看護師として病院勤務で実際に実践していた経験を活かし、人間の成長・発達過程にお
けるこころとからだの変化と共に、生活支援に必要な基礎知識について講義を行う。

講義目的
人間の正常な発達を理解し、それらが妨げられた場合にどのような障害が生じるのか、また、人
間が成熟期から老年期にさしかかるに当たって、社会がどのように迎え入れていくかを理解する。

到達目標
１．人間の正常な成長発達が理解できる。２．人間の成長発達が妨げられたときの障害について理解で

きる。３．人間の成熟期から老年期以降の身体的・心理的・社会的変化を学び支援方法が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

35 発達と老化の理解 2 30 必修 講義 専攻科 後期 花野　希久美



－132－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

テキストを参考に、最新情報の加
味する。小テストで知識の習得の
確かめを行う

最新・介護福祉士養
成講座「認知症の理
解」（中央法規）

なし 認知症の方が感じている生
活のしづらさも含めて理解
を深めましょう

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 認知症を取り巻く状況①
認知症ケアの歴史と理念

認知症ケアの歴史や理念を理解し、認知症ケアの
理念を理解することができる

テキストを読んで
おく

2
医学的側面からみた認知症の
基礎①
認知症の定期　脳のしくみ

認知症の定義、脳のしくみと老化、認知症との関
係について理解することができる

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 
医学的側面からみた認知症の
基礎②
中核症状、ＢＰＳＤ

認知症の症状について理解することができる
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 認知症の基礎
認知症サポーター

認知症サポーターとしての心得・役割・機能を理
解できる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

特別講師

5
医学的側面からみた認知症の
基礎③
認知症の原因疾患

認知症の原因疾患（アルツハイマー型認知症）の
症状の特徴について理解できる

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6
医学的側面からみた認知症の
基礎④
認知症の原因疾患

認知症の原因疾患（脳血管性認知症）の症状の特徴
について理解できる

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7
医学的側面からみた認知症の
基礎⑤
認知症の原因疾患

認知症の原因疾患（レビー小体型認知症・ピック症・
その他の認知症）の症状の特徴について理解できる

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8
医学的側面からみた認知症の
基礎⑥認知症とは間違えやす
い症状

うつ病とせん妄等状態について理解し、認知症と
の違いについて理解できる

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

9
医学的側面からみた認知症の
基礎⑦
若年性認知症

若年性認知症について定義、現状等特徴や生活課
題と支援方法について理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10 医学的側面からみた認知症の
基礎⑧検査、診断、治療方法 認知症に対する検査や治療について理解できる

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11
医学的側面からみた認知症の
基礎⑨
認知症の予防について

認知症を予防する活動と方法について理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 認知症を取り巻く状況②認
知症高齢者の現状と今後

認知症高齢者の現状と課題について理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13
認知症を取り巻く状況③認知症に関
する行政の方針と施策①認知症施策
推進総合戦略

認知症に関する行政の対策、地域密着型サービス、
認知症地域支援体制について理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14
認知症を取り巻く状況④認知
症に関する行政の方針と施策
②権利擁護対策等

認知症に関する行政の対策、相談支援、在宅支援、
権利擁護対策等と課題について理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15
医学的側面からみた認知症の
基礎⑩
認知症の人の心理について

認知症の人の心理について理解を深める
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての経験から認知症の人の心理や身体機能、社会的側面に関する基礎知識を
学ぶとともに、認知症を取り巻く状況について講義を行う

講義目的
認知症の人の心理や身体機能、社会的側面に関する基礎知識を学ぶとともに、認知症を
取り巻く状況を理解する

到達目標
1．認知症の歴史や理念、行政の方針と施策を含む社会的環境について理解できる。
2．認知症の医学的・心理的な基礎的な理解ができる。
3.　認知症の人の心理や身体機能、社会的側面に関する基礎的な知識が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

36 認知症総論 2 30 必修 講義 専攻科 前期 丸山　順子



－133－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし定期試験 50

課題レポート 50 根拠性、一貫性、適切なケア
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

４

講義を中心として、視覚教材やグ
ループワーク等にて理解を深める。

最新・介護福祉士養
成講座「認知症の理
解」（中央法規）

なし 認知症の方々に対して、さ
まざまな要因からアセスメ
ントできるように学びま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1
認知症に伴う心と身体の変化
と日常生活①
認知症本人主体のケア

認知症本人主体のケアとしてパーソンセンター
ド・ケアについて理解する。

テキストを読んで
おく

2
認知症に伴う心と身体の変化
と日常生活②
認知症が及ぼす心理的影響

認知症の進行に伴う心理的影響を理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 
認知症に伴う心と身体の変化と
日常生活③
認知症の人の特徴的な行動障害

認知症の進行に伴う不安、混乱がもたらす行動障
害の特徴を理解する。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4
認知症に伴う心と身体の変化と日常
生活④周辺状況の背景にある、認知
症の特徴的なこころの理解

事例を用いながら心理障害についてアセスメント
を行い行動障害を理会する。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5
認知症に伴う心と身体の変化と日常
生活⑤周辺状況の背景にある、認知
症の特徴的なこころの理解

行動障害の背景にある認知症の人の心理的変化や
生活歴の把握の重要性を理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6
認知症に伴う心と身体の変
化と日常生活
認知症に伴う機能の変化と
日常生活への影響

認知症の人の特性を踏まえたアセスメントとし
て、センター方式を用いて、認知症の人の日常生
活状況と支援方法を理解する。

事前：テキストを読
　　　んでおく
事後：前回の授業の
　　　復習

7

8

9
認知症に伴う心と身体の変
化と日常生活
認知症に伴う機能の変化と
日常生活への影響

認知症の人の特性を踏まえたアセスメントとし
て、ひもときシートを用いて、認知症の人の日常
生活状況と支援方法を理解する。

事前：テキストを読
　　　んでおく
事後：前回の授業の
　　　復習

10

11

12 連携と協働①
地域包括支援センター他

地域包括支援センター、コミュニティ地域連携、ボ
ランティア、認知症サポーターの役割・機能を考え
ることができる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13
連携と協働②
チームアプローチ
多職種協働の継続的ケア

チームアプローチ（多職種連携協働）のケアについ
て学び、それぞれ専門職の果たす役割について理解
する。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14
家族への支援
家族の認知症の受容の過程で
の援助

家族会の人から介護の実践報告を聞き、介護力の
評価と支援について理解する。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15
家族への支援
家族の介護力の評価、家族の
レスパイト

家族会の果たす役割や地域の支援体制について考
えることができる。

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての経験から認知症の医学的、心理学的、社会学的側面を理解し、尊厳をもっ
て自立した生活が営めるよう支援するために必要な知識、技術について講義を行う。

講義目的
認知症の医学的、心理学的、社会学的側面を理解した上で、認知症の人が尊厳をもって
自立した生活が営めるよう支援するために必要な知識、技術を習得する。

到達目標
１．認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活への影響を理解できる。
２．認知症の人への援助方法を考えることができる。
３．認知症の人に対する地域でのサポート体制について学ぶことができる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

37 認知症援助論 2 30 必修 講義 専攻科 後期 丸山　順子



－134－

成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし定期試験 60

小テスト 40
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

２

講義を中心として、視覚教材、グ
ループワーク等を用い、理解を深
める。毎回の小テストで知識の習
得の確認を行う

最新・介護福祉士養
成講座「障害の理解」

（中央法規）

「生活支援技術Ⅲ」
（中央法規）

障害を負った当事者の思い
や生活実態を踏まえなが
ら、障害者の「より良い人
生」に向けた支援方法を一
緒に学びましょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 障がいにおける基礎的理解
障がいの概念，ICIDH から ICF への変遷および
ICIDH，ICF の考え方

テキストを読んで
おく

2 障害者福祉の基本理念とそ
の発達

ノーマリゼーション，リハビリテーション，国際
障害者年の理念等について，その歴史的変遷

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 
障がいの医学的側面の基礎的
知識
障害のある人の心理

障害が及ぼす心理的影響、障がいの受容、適応と
適応規制、その他

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4

障害の医学的側面の基礎的
知識

（身体障害の基礎的理解）

視覚・聴覚・言語障がい者，肢体不自由の種類と
原因と特性と介護の視点

事前：テキストを読
　　　んでおく
事後：前回の授業の
　　　復習

5

6

7 身体障がいに伴う機能の変
化と日常生活への影響

障害の人の特性を踏まえたアセスメント（保たれて
いる機能と低下している能力の把握，家族との関係
の把握）

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 障がいの医学的側面の基礎
的知識

（内部障害 ･ 難病の基礎的
理解）

内部障害および難病の種類と原因と特性

事前：テキストを読
　　　んでおく
事後：前回の授業の
　　　復習9

10 内部障害・難病に伴う機能
の変化と日常生活への影響

障害の人の特性を踏まえたアセスメント（保たれて
いる機能と低下している能力の把握，家族との関係
の把握）

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 障害の医学的側面の基礎的
知識（精神障がいの基礎的
理解）

精神障害の種類と原因と特性と介護の視点
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12

13
障害の医学的側面の基礎的知
識

（知的・発達障害の基礎的理解）
知的・発達障害の種類と原因と特性と介護の視点

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14
精神・知的・発達障がいに伴
う機能の変化と日常生活への
影響

障害の人の特性を踏まえたアセスメント（保たれて
いる機能と低下している能力の把握，家族との関係
の把握）の理解

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15
連携と協働（地域におけるサ
ポート体制・チームアプロー
チ）家族の支援

行政・関係機関，地域自立支援協議会の役割および連携や専門職種（他
の福祉職、保健医療職種）との連携の必要性．家族の障がい受容過
程での援助方法および家族の介護力の評価方法やレスパイトケア等

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての経験から障害のある人の心理や身体的側面に関する基礎的な知識・技術・
家族支援等について講義を行う

講義目的
障害のある人の心理や身体機能・社会的側面に関する基礎的な知識を習得するとともに、
障害者福祉の制度など本人や家族を支えるしくみや多職種連携協働を理解する。

到達目標
１．障害者福祉の基本理念のもと、障害をもつ人の身体的・心理的・社会的状況が理解できる。  
２．身体障害、精神障害、知的障害、発達障害、難病等が理解できる    
３．障害者福祉の制度など本人や家族を支えるしくみ、多職種連携協働について理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

38 障害の理解 2 30 必修 講義 専攻科 後期 丸山　順子
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
月曜日５時限 なし定期試験 70

小テスト 30
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１

テキストでの講義を中心にしなが
ら、必要に応じてグループワーク
を行う。毎回、小テストを行う。

最新介護福祉全書 12
「こころとからだのし
くみ」（メヂカルフレ
ンド社）

「ぜんぶわかる人体解剖図」
（成美堂出版）

他の科目の基礎となる内容
です。興味をもって学びま
しょう。

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 こころについて 脳のつくりと働きの理解、心についての考え方
テキストを読んで
おく

2 感情・欲求をコントロール
する脳

感情、欲求をコントロールする脳や記憶する脳
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 思考・判断・創造する脳 動機づけ、感情のしくみ
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 こころと脳のつながり　　
　　　　感覚・知覚・認知

「活動・移動」「身じたく」におけるこころの影響
と生活支援

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5 行動を引き起こすこころの
しくみ

「家事・食事」「入浴・清潔保持」におけるこころ
の影響と生活支援

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6 感情のしくみ
「排泄」「睡眠」に関連したこころの影響と生活支
援

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7 社会的人間としてのこころ
のしくみ

高齢者の気持ちを理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 「活動・移動」「身じたく」
に関連したこころのしくみ

「活動・移動」「身じたく」におけるこころの影響
と生活支援

テキストを読んでお
く

9 家事・食事」「入浴・清潔保持」
に関連したこころのしくみ

「家事・食事」「入浴・清潔保持」におけるこころ
の影響と生活支援

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10「排泄」「睡眠」に関連した
こころのしくみ

「排泄」「睡眠」に関連したこころの影響と生活支
援

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 高齢者に多い症状① 脳血管障害、高血圧、糖尿病など
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 高齢者に多い症状② 骨粗鬆症、骨折など
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13 高齢者に多い病気③ 感染症「肺炎、誤嚥性肺炎」など
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14 高齢者に多い病気④ 脳血管障害、高血圧、糖尿病など
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15 まとめ
高齢者の症状の現れ方の特徴、廃用症候群、
老年症候群

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての経験から人の基本的欲求や感情、それに伴う利用者のこころの動きや状
態、高齢者の病気等について講義を行う。

講義目的
人間の成長発達におけるこころのあり方や日常生活活動と心理の関係性を理解し、老化
に関する心理や変化の特徴と高齢者に多い心身の症状や病気について学ぶ。

到達目標
１．人間のこころの成長発達が理解できる。
２．高齢者に多い病気や症状などが理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

39 こころのしくみと
病気の理解

2 30 必修 講義 専攻科 前期 丸山　順子
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成績評価方法 オフィスアワー 履修条件

評価項目 配分（％） 評価基準
火曜日５時限 なし定期試験 70

小テスト 30
受講前に学習すること

なし

ＤＰ 学修方法 テキスト 参考書 教員からのメッセージ

１・２

テキスト、プリント、パワーポイ
ントを使用した講義形式。毎回、
小テストを行う。

最 新 介 護 福 祉 全 書 ７
「こころとからだのし
くみ」（メヂカルフレ
ンド社）

「ぜんぶわかる人体解剖
図」（成美堂出版）必要時
配布

こころとからだのしくみは
これからの生日の基礎とな
ります。しっかり学習しま
しょう

教
　
　
育
　
　
内
　
　
容

本日の主題 授業概要 事前・事後学修 担当教員

1 オリエンテーション
からだの区分と名称　

授業を受けるにあたって
からだの区分、面や方向を示す用語

テキストを読んで
おく

2 細胞・筋・骨格系①
細胞、骨格、骨の構造、関節の形態と仕組みにつ
いて理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

3 細胞・筋・骨格系② 筋肉、腱の形態としくみについて理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

4 循環器系①
循環器系の概要、全身の血管、血管の構造、血液
の成分と働きについて理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

5 循環器系② 免疫の仕組み、全身のリンパ系について理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

6 消化器系①
消化器系の概要、消化と吸収のしくみについて理
解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

7 消化器系② 消化管の運動について理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

8 呼吸器系 呼吸器系の概要、呼吸のしくみについて理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

9 内分泌系
内分泌系の概要、内分泌のしくみについて理解す
る

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

10 神経系①
中枢神経系と末梢神経系、神経・神経伝達のしく
みについて理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

11 神経系②
脳神経、脊髄神経のしくみ、運動・知覚神経、自
律神経と疾患について理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

12 泌尿生殖器系
泌尿器生殖器系の概要、泌尿器のしくみ、疾患に
ついて理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

13 感覚器系①
視覚の構造（見えるしくみ）、聴覚の構造（聞こ
えるしくみ）について理解する

事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

14 感覚器系② 嗅覚、触覚、味覚の構造について理解する
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

15 まとめ 振り返り、一問一答など
事前：テキストを読んで
　　　おく
事後：前回の授業の復習

16 定期試験 筆記試験 まとめ

実務経験と授業科目
との関連性

看護師としての実務経験を生かし、人体の構造と機能及び疾患について実践的な授業を
展開する。

講義目的
人のからだを構成している部位の名称やはたらきなど基礎的な理解をし、機能低下や障
害による日常生活動作への影響を理解できる。　

到達目標
１．自立した生活者としてのからだのしくみが理解できる。
２．日常生活動作に関する機能低下や障害による影響が及ぼす身体への影響が理解できる。

教科目 No. 教科目名 単位数 時間数 必修・選択別 授業形態 開講年次 開講時期 担当教員

40 からだのしくみ 2 30 必修 講義 専攻科 前期 矢羽田　明美
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介護福祉学科・専攻科　専任教員担当科目一覧
氏　名 担　当　科　目 備　考

木内　義勝 人間の尊厳と自立, 介護総合演習Ⅰ 介護福祉学科

丸山　順子

認知症総論, 認知症援助論, 感性を高める表現, いのちと健康,

こころのしくみ, こころとからだのしくみⅢ（身だしなみ・清潔・睡眠）,

障害の理解Ⅰ・Ⅱ, 介護総合演習Ⅳ, 生活交流演習, 医療的ケアを必要

とする生活支援Ⅳ,　情報処理演習

介護福祉学科

認知症総論, 認知症援助論, こころのしくみと病気の理解, 障害の理解,

生活交流演習, コミュニケーションと介護Ⅱ
専攻科

合津　千香

現代社会と福祉, 地域ボランティア演習, 社会保障論Ⅰ・Ⅱ,

介護の基本Ⅲ（介護福祉サービス）, 居宅サービス展開論,

人間の尊厳と自立, 介護総合演習Ⅲ・Ⅳ, 生活交流演習

介護福祉学科

介護保険制度論, 介護の基本Ⅲ（介護福祉サービス）, 生活交流演習 専攻科

矢羽田　明美

人体の構造と機能及び疾病, こころとからだのしくみⅡ（食事・排泄）, 

終末期の介護, 医療的ケアを必要とする生活支援Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
介護福祉学科

終末期の介護, からだのしくみ,医療的ケアを必要とする生活支援Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 専攻科

福田　明

介護過程総論, 介護過程展開論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ, 介護特別講座Ⅰ・Ⅱ, 

福祉住環境論, 総合的生活支援Ⅱ, 介護総合演習Ⅳ, 生活交流演習
介護福祉学科

介護過程総論, 福祉住環境論, 総合的生活支援Ⅰ, 生活交流演習 専攻科

齋藤　真木

介護総合演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ, 家政の生活支援Ⅰ, 介護の基本Ⅰ（介護の対

象）, 介護の基本Ⅱ（自立支援）, 介護の基本Ⅳ（介護安全対策）, 

生活支援技術総論, 生活支援技術の基本Ⅰ（移動）, 

生活支援技術の基本Ⅱ（食事・排泄）, 生活交流演習

介護福祉学科

介護の基本Ⅰ（介護の対象）, 介護の基本Ⅱ（自立支援），居宅サービス展

開論，介護の基本Ⅳ（介護安全対策）, 家政の生活支援, 生活支援技術総

論, 生活支援技術の基本Ⅲ（身だしなみ・清潔）, 生活交流演習

専攻科

吉藤　郁

介護福祉論Ⅰ・Ⅱ, 対人コミュニケーション論, 総合的生活支援Ⅰ, 

コミュニケーションと介護Ⅰ・Ⅱ, 生活支援技術の基本Ⅲ（身だしなみ・

清潔）, 介護総合演習Ⅳ, 生活交流演習

介護福祉学科

介護福祉論Ⅰ・Ⅱ, コミュニケーションと介護Ⅰ, 介護過程展開論Ⅲ,

生活支援技術の基本Ⅰ（移動）, 生活支援技術の基本Ⅱ（食事・排泄）,

生活交流演習

専攻科

花野　希久美

ストレスと癒し, こころとからだのしくみⅠ（移動）, 死にゆく人の理解, 

アクティビティサービス論, 発達と老化の理解Ⅰ（身体）, 

発達と老化の理解Ⅱ（こころ）, 介護総合演習Ⅳ, 生活交流演習，

医療的ケアを必要とする生活支援Ⅳ

介護福祉学科

介護過程展開論Ⅰ・Ⅱ, アクティビティサービス論, 発達と老化の理解, 

生活交流演習
専攻科
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介護福祉学科　兼担講師担当科目一覧

氏　名 担　当　科　目

山田　真治 ストレスと癒し

高下　梓 発達心理学

奥原　香織 いのちと健康，ストレスと癒し

黒澤　多美子 地域ボランティア演習

武井　浩子 医療的ケアを必要とする生活支援Ⅳ

介護福祉学科　兼任講師担当科目一覧

氏　名 担　当　科　目

武居　みさ 手話

中倉　典子 家政の生活支援Ⅱ

原田　春海 生活リハビリテーション

専攻科　兼任講師担当科目一覧

氏　名 担　当　科　目

武居　みさ 手話

原田　春海 総合的生活支援技術Ⅱ，介護総合演習，生活リハビリテーション
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